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くすこのひとりごと

みんながハッピーになりたい

一日本語家庭教師の６年一

日本語家庭教師プロジェクト

今，日本語家庭教師プロジェクトは転機を迎えて

いる。「言葉は社会で生きていく上で必要なものだ。

難民が早く日本で自立できるよう，日本語を教えよ

う。相談事にものろう」そう思って少し気負い過ぎ

たようだ。すべてを引き受けてしまい，疲れ，自分

のふがいなさに情なくなった。どうも変だ。もう１

度このプロジェクトを見直して，どうしたら難民の

人たちと自然につきあえるのか考えてみたい。

「それは片想いの始まりだった」

まだ学生だった私は，ＪＶＣにきたばかりの頃，海

外へ行くことばかりを考えていた。そんな時，難民

が日本にいる，しかも電車で２時間ぐらいの所に住

んでいる，という事をＪＶＣに時々手伝いにきている

一人から聞いた。“難民'’という言葉は，私の興味

を引いた。

彼らに何かしてあげられるという発想は，私を何

か正義の味方にしてしまうような甘い誘いの言葉だ

った。

そして初めて訪ねていった家族は，４０歳前半のお

母さんを筆頭に，５人の子供と長女のだんなさんと

子供というカンボジアのチョアンさん（仮名）一家

だった。言葉が通じないもどかしさはあったが，に

こにこと迎え入れてくれた暖かさにホッとしたもの

だった。活動を始めたのが，秋の終りで，これから

寒くなるという時だった。電車とバスを乗りついで

人気のない道を雨に濡れながら，とぼとぼ歩いての

家庭訪問が始まった。「人を助けてあげられる，ち

ょっと違う人たちとつきあえる，でもそんな自分の

好奇心や欲求を満たすために，片道２時間もかけて

通うなんてちょっと馬鹿げてる｣。

そう思いながらも，チョアンさんの家に着くと，

「よく来てくれました。寒かったでしょう」。そう言

って，暖かいお茶を出してもらうと，今までのつら

さがいっぺんに吹き飛んでしまうのだった。勉強を

始めようと本を広げると，５人の子供たちがいつせ
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いにテーブルに集まり，「私の宿題みて」「僕ね，プ

ロレス好きなの」と私に話しかけ独占しようとする。

「順番にみるから」と一人一人，半ば叱りながら奮

闘してると，何もできないまま１時間２時間たち夕

食が始まる。「くすこさん，この辛いの，食べられ

る？あんまりおいしくないけど，ごめんなさいね｣。

狭いテーブルをみんなが囲む。一皿に盛ったおか

ずをつつきながら，自分の家にいる様な錯覚に陥る。

｢くすこさん，いつも同じ服だねえ。お金ないの？

カンボジアでは，１７～18歳くらいでみんな結婚する

けど，くすこさん，結婚しないの？今日はもう遅い

から，家に泊っていきましょうよ」「あつ'私，一緒

に寝たい」「僕も」「私も」家族の一人一人が私に優

しい。その頃一人暮しだったので，この家にくるこ

とは，自分の家に帰省するような安堵感を覚えた。

彼女たちが，国境へ逃げてきた時，女ばかりの家

族が兵士たちから狙われてどんなに危険だったか。そ

んな話を聞いても今の笑顔からは想像できない。し

かし日本語はほとんどお手あげ。慣れない生活から

くるストレスで，顔色もさえなかった。

どうして，彼女たちに会いたいと思い，悩みを共

有しようと思い，雪の日も雨の日もせっせと通い続

けたのか。草津の湯でも治りやせぬという病にかか

っていたにちがいない。

「こんな仕事やってられない」
チョアンさんの家へ通うのが，しんどくなってき

た。チョアンさんはいつも背中が痛いと言う。病院

に行くと入院しろといわれるのだという。子供たち

を放ったらかしにして入院することはできない。背

中はどんどん痛くなる。でも私には何もできない。

つい２週間前には長女が熱を出して倒れたという。

その時は隣の人が救急車を呼んでくれた。チョアン

さん家族の一員のつもりだった私は，結局いろいろ

な問題が解決した後に話をきくことしかできなかっ

た。
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ｑパーティはみんなの楽しみ

（左から３番目が筆者）

今までに200人近いボランティアが

▼かかわり，去っていった
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彼女たちに必要なのは近所の人たちなんだ，と感

じた時，自分の役割がはっきりした。意気込んで活

動を始めた自分の無力さと彼女たちが次から次へと

起こす問題に，耐えきれなくなっていた。

もっと彼女たちの近くに住んでいる人を探そう。

日本語の勉強のみに絞って活動し，後の生活の問題

は近所の人に任せるようにしよう，そんな関係なら

楽だ。そう割りきって新しいボランティアと交代し

た。

しかし，現実には，「隣近所の人は私たちの私生

活まで覗く。日本人だって苦しい生活をしているの

に，何でおまえたちの所にだけボランティアがくると

言われる。会ってもあいさつをしてくれない。日本

人が嫌だ」と電話が入る。世話になってる近所の人

にきくと「町内会で決めた掃除当番を守らない。自

分たちだって悪い所はあるじゃない」と言われる。

私が間に入っても，毎日近所に住んで顔を会わせ

ているわけではないし，無責任なことはできない。

近所の人には，「まあ，言葉や習'慣が違って行き違

いもありますから，もう少し状況をみてやってて下

さい」と言い，チョアンさんたちには「判らない時

は判るまで，相手にききなさい」と説明する。こん

な調子で一年間くらいは，アッという間にすぎてし

まう。

他の家族はどうなのだろうか。次に関わった家族

もカンボジア人だった。主人のサムロさんと奥さん

のビラさん，そして３歳のロリーと生まれたばかり

の男の子の４人家族。日本にきて６カ月目。主人の

サムロさんは'慣れない重労働の上シンナーを使う仕

事なので，いつも気分が悪いともらしていた。病院

に行く様に言うと，社長がなかなか許してくれない

と言った。

ぐずぐず押し問答を続けて，やっと病院に行った

時は，肺に穴があいていると言われて，仕事を離れ

ざるを得なかった。

そして半年後，新しい仕事と住まいをみつけたサ

ムロさんの家へ行った。彼は給料明細をつき出し，

｢1カ月100時間も残業して，やっと20万円。どうし

てこんなつらい事をしなきゃいけないのか。何とか

してくれ」と言って，目をうるませ，言葉は途切れ

てしまった。何も言い返せず，ましてやもっと頑張

れなどということはとても言えなかった。

いったい，誰がこんな苦しい状況を生んだのだろ

う。どうして，私がそれと出会わなきゃいけないん

だろう。彼らと縁を切りたい。もう知らない。手に

負えない。こんな仕事，イヤだ。逃げ出したいのは

私の方だった。

|~プロジェクトを作ろう」
一番最初に，定住した難民の家に通っていたのは

たったの２人。私がJVCへ足を運んだ頃は10数人

になっていた。

「活動していて何が楽しいかって，勉強の後に食

べるカンボジア料理だよね」と，よくみんなで話し

ていた。どの家庭へ行っても庭先を広げている様な

感じで，暖かく迎え入れてくれた。とても喜んでく

れる顔をみているとこちらの方まで嬉しくなる。

「これから，もっと多くの定住者から日本語の先

生がほしいと言われるだろう。生活の相談もでてく

るだろう。一人一家族が精一杯だから，ボランテ

ィアも増やさないとダメだ」という意見が出る様に

なった。



日本に定住して生活を始めようとする難民の人々

は，政府の運営する定住促進センターで３カ月の日

本語教育とさらに３カ月生活適応訓練を受ける。し

かしそれだけでは不十分なので，センターを出てか

ら現実の社会でどうやって生活していくかが大きな

課題であった。

せっかく知りあった彼らの状況を何とかできない

か，と関わったボランティア誰しもがそう思った。

1人で解決しない問題も２人，３人と集まれば解決

方法もでてくるだろう。人が集まってくれば社会的

な責任や窓口も必要になる。何よりも‘情報整理や調

査がもっと早くたくさんできる。

資金を集めてプロジェクトにしよう。何か新しい

ものを，誰からも命令されることなく自分たちの意

志でつくりあげる楽しさと，私たちがやらなきゃ誰

がやるという思い込みで，徹夜，徹夜の討論が始ま

った。

この時，中心になったメンバーは４人。ひとつの

事を目指しながら，言いたいことが言える新しい友

人たちが私にとってはエネルギーとなった。もちろ

ん資金ゼロ，気力と体力だけが取り得だった。

「便り屋は何をしてきたか」

定住者から日本語家庭教師の注文が殺倒した。た

どたどしい日本語で電話が入ってくる。「日本語の

勉強をしたいです」「今，どこに住んでいますか？」

｢え－，ここわかんない｣なんていう会話はしょっち

ゅうである。必死で聞き出す。相手も一生懸命であ

る。人が頑張っている姿は，心を揺さぶられる。

電話で聞いた住所をもとに家庭を訪ねていく。場

所の確認と，家庭の雰囲気，構成，必要なのは日本

語か生活相談か，みきわめて調査カードに記入して

いく。ボランティア希望者のファイルをめくって，

できるだけ近所の人を探す。ボランティアを定住者

の家へ連れて行き御対面となる。この間の期間は早

くて２週間，平均して１カ月。そう急いでボランテ

ィアを入れなくても自分たちで何とかやっていけて

ると思われる家族は，半年以上待たされる。

次にかかってくる電話は以下の通りである。

「私は何回も，先生をお願いしたのにどうして探

してくれないの。私のこと，どうでもいいんでしよ」

顔を会わせると，「どうして先生連れてこないの，

僕だって日本語できないよ，問題だっていっぱいあ

る。森山さん，先生探すって言ったじゃない，それ

は嘘つきよ」と突っかかってくる。

Trial＆Error６９

「あなた，そんなに日本語ができるんだったら，

先生いらないし，他にもっと大変な人がいるんだか

ら。自分の事ばっかり言ってないで，あなたこそ，

他の人に日本語を教えてあげればいいじゃない」と

やり返す。

よくあるパターンである。どっちも正しいと思っ

て譲らない。だが待てよ，私がやってきたことは，

安くて便利なボランティアを，定住者の注文にあわ

せて配達することなのか？定住者が，ボランティ

アをそんなふうにみてるなら，なぜそうなったんだ

ろう。

ボランティアから電話がかかってくる。「どうも私

の行ってる家族の人は，私のことが気にいらないみ

たい。私だって，時間をさいて一生懸命やってるん

ですよ，失礼ですよ」

あれあれ，こんなはずじゃない。よっぽど相性が

悪かったのかと思う。

定住者の家に行く，日本語を教える。そうすると

今まで何気なく使っていた日本語のおもしろさがわ

かる。

生活相談にのる。生活保護，就学，住居探し，役

所にいくと今まで知らなかった事にぶつかる。へえ

世の中ってこうなってるの，と改めて自分の住んで

る社会のことがわかる。

勉強が終って，夕食が出される。彼らのつくる手

料理はおいしい。それがめあてで遊びに行ったりす

る。こうなってくると，定住者と出会っていい思い

をしてるのは，こっちの方じゃないかと思えてくる。

“ボランティアやってます”という看板を掲げて彼

らの家に行き，“助けてあげよう”というおこがま

しい態度でいると，相手から見すかされる。

おっ，これは便利なものがある。使わない手はな

いというのが人間の心理である。片やボランティア

をやる側は，自分より弱い者に共鳴してしまうとい

う人の良さで，ついつい相手に思い入れをしてしま

う。「こんなにしてあげてるのに，どうしてわかって

くれないの」となる。

もうそうなると狐と狸のだましあいと全く同じで

美談が一挙に醜聞になってしまう。

－４－

「淋しいのはおまえだけじゃない」
最近，イランとかアフガニスタンとか，果てはウ

ガンダまで多様な国の人が事務所を訪ねてくる。イ

ンドシナの人と違うのは，みんなピリピリしている



ことである。強制送還されるのではないかと心配し

ているからである。国から逃げてきて，追われる身，

大使館の側など寄れない，と真剣な表'情で訴える。

その中のホセイン（28才）は，年の割にはちょっと

ふけている。「仕事は友人の紹介で何とかなった。

でも日本語ができなくて困ります。誰か紹介して下

さい｣。ボランティアを探して，半年くらい勉強する

と，次に「いいお嫁さんがいないか｣。

日本で落着いた平和な暮しをしたい，話し相手も

ほしい，食べさせることもできる，と次々に自分の

状況を述べる。「それは，あなた自身の問題だし，

自分で探すしかないでしょう」というのが，一番簡

単な答。

ただ，彼が日本人であればのはなしである。

アフリカで飢えた人たちがたくさんいる。インド

シナ難民が国境でバタバタ倒れた。という報道があ

ると，皆募金をし，何とか助かれば良いのにと願う。

ところが，その難民が，明日から隣に住みます，と

なると，「危ないんじゃないか｣，「汚ないよ」という

拒否反応が返ってくる。ましてや，身内の結婚相手

などになろうものなら勘当である，なんていう､のが，

極々，普通の反応である。

年頃の定住者の一番の悩みは，結婚である。一番

の壁になるのは，彼らが難民で，東南アジアからき

た人ということである。それだけの事である。

ボランティアとして関わる一人一人も常に問われ

る。一方的に週に２時間だけ，日本語を教えている

うちはいい。彼らが，自分の家に入ってきた時，ど

んな顔をして迎えたらいいのか。異なった者が入っ

大和の料理教室で

てくることに対する拒否反応でつい身構えてしまう。

現実に独身者は多く，日本の生活に慣れ，安定し

てくればくるほど，一人暮しは身にしみてくるのだ。

「片想い教室」

定住者は，ほとんどが中小企業につとめている。

企業が集まっている所や，友人がいた方がいいとい

って，仲間がたくさんいる地区へ引っ越してくる。

そうなると，まとまって日本語の勉強をした方が

お互い励みとなって効率がよい。ボランティアがく

るのを受け身で待つのではなく，自分で出かけてい

って勉強する方がいいだろう。

定住者が一番楽しいと思うこと，音楽，料理，民

族舞踊，等を発揮できる場もほしい。生活相談も専

門家に手伝ってもらって，定期的にできればいい。

などなどとアイディアが集まって，神奈川県大和市

にある大和市勤労福祉会館に大和教室が開設された。

週に２回，日曜日と木曜日の夜というペースで日

本語の勉強を中心にプログラムが組まれた。定住者

と日本人が一緒になって作りだす教室は，日本人が

日本語を教える“便利屋さん'，になってから，教え

る側と教えられる側になってしまった。

定住者にとって日本語は必要はことであり，生活

に響いてくる。しかし，便利屋さんに心の相談はし

ない。結局，１年くらいは大和教室に通うが，ある

程度勉強したら離れていく。

例えば，土曜日の晩，会社でイヤな思いをして泣

いたとしても，日曜日は気分を切りかえて，教室へ

やってくる。私たちが彼らの問題をとらえようとす

る時，私たちが相手に入りこまなければ何も出てこ

ない。定住者は，教室で日本語の勉強を終えた後，

さっさと帰ってしまう。民族の交流など，年に数回

あるパーティやお料理教室だけである。たまに机を

並べて，「あなたの問題は何ですか」などときいて

も答えるわけがない。自分が相手の立場だったらど

うかということである。

便利な日本語教室があれば利用するのは当り前の

話である。こちらには，いろいろ想いがあるが伝わ

らない，片想いと同じ。

教室という空間，先生と生徒などという役割を演

じる前に，お互いに一人の生身の人間であることを

忘れている。

｢ほしいものはなあに？」
どうして自分の生まれ育った村や町，共に生活し

－５－
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てきた家族や友人を切り離して，難民として逃げる

のか，と定住者にきくと，「食べる物もなかなか手

に入りにくくて，生活が苦しいから」「共産主義が

嫌だから」と言う。そんなに食べる物がないのか？

共産主義って何だ？と聞き返すと，「ポル。ポト

の時は毎日，お茶腕一杯のおかゆだった」「財産を

全部持っていかれて，ちょっと考えの違うことを言

うと変な所に連れていかれた」と答える。

「そんな国じゃあ，帰りたくないだろう」

「昔の様に食べ物も自由にとれて，楽しく暮らせ

て戦争がなければ，すぐにでも帰りたい。でも，そ

のうち戻れるだろう。それまで日本で金貯めて，勉

強して，自分の国へ帰ったら，それを生かしてもっ

と良い国にするんだ」と言う。日本人から，いじめ

られても多少のことではへこたれない，そんな意気

がうかがえる。

彼ら，定住者がほしいものは何だろう。

やはり，国へ帰ることだろう。でも日本で生まれ

育った子供たちには，そんな実感はない。子供たち

にとってインドシナは外国だ。

次に定住者がほしいものは何だろう。

電気製品であり，貯金であり，子供が教育をうけ

ることであり，そして友人だろう。

日本語を使えるようになることは人によって違う。

年をとった人や外へ出る必要のない主婦には，日本

語ができなくてもやっていけるという感じがある。

毎日のスーパーでの買い物に会話は不必要だから

である。病気になったり，役所からの書類がきたり

さみしくなったりした時は，家族の者や同じ民族の

友人が，助けてくれる。

何かあった時は人に頼ればいいという発想に，

｢甘えてるんじゃないか，いざという時，一人の時は

どうするの」と勝手な心配が働く。でも，と思う。

ある程度の日本語は必要かもしれないが，困った時，

助けてもらうのに悪い気はしない，助けた方も役に

立てて嬉しい。各々が，自分の得意な分野で，力を

発揮できることは，すばらしいことだ。これが，一

方が助けっぱなし，助けられっぱなしでは，いびつ

な関係になってしまう。

私たちが，定住者に自立してほしいと思う時，全

て何もかも自分でできるようにと考えてしまいがち

だ。私たち自身が，人と人の間で，もちつもたれつ

ハッピーな関係をつくりたいと思う。自立していく

ためには，お互いハッピーになるためにどうしたら

いいかを，実践していくことだろう。

Trial＆Error6９
－６－

「ラブ・コールは時々がいい」
「もしもし，また問題だよ－，大変なんだから」と

電話のむこうの声。「黄だんが出たんだよ，仕事も

首になったし，どうしたらいい」「子供はどうしてる

の？」「子供は元気に学校行ってるけど」

今から，彼の家まで行ったら２時間半。とてもじ

ゃないけどつきあえない。「近所のボランティアを紹

介したでしよ，彼に相談したの？」「まだ」「とにか

く福祉事務所に行って，相談して生活保護をうける

様にしないと病院にも行けないよ。一人で行けなか

ったら，ボランティアに連絡して一緒に行ってもら

えばいいよ」「あ－，そうか，ありがとう，じゃあや

ってみるよ」ガチャン。

ラオスのコンさんであった。もう５年も日本にい

るのに，困った時，すぐ電話してくる。大した用事

がない時も「たまには，酒でも飲もうよ」とかかっ

てくる。今まで，日本語をいかにうまく話すかとい

うテキストを使って，ボランティアが関わってきた。

でも，現実には，病院に行った時，再就職する時，

役所で手続きをする時に使う言葉が必要だし，言葉

ができない時は，代わりにやってくれる人が必要で

ある。定住者もどこで何をきけば，物事がうまく運

ぶかわかっていれば，わざわざ，私の所まで電話を

する必要はない。私の身体もひとつしかないから，

全ての電話に対応できない。最初は，つきあってい

たが物理的に精神的に，大変な負担になってきた。

定住者の相談に応えられる人が一人でも増えれば，

各々，楽になる。専門家にも大いに手伝ってもらお

う。問題が入ってきた時に対応できるシステムがあ

ればと思う。

ただし定住者にしても，人間関係のできていない

ボランティアや専門家においそれとプライバシーを

話すはずがない。システムだけあっても，機能しな

い。専門家も免許をもっただけでは専門家ではない。

人と関わることで専門家になっていく。

同時に，定住者が，行政のシステムなどをどう使

っていくか，身につけていくことが，重要になって

くる。「今度の日曜日，みんなでハイキング行こう

よ」という様な電話ばかり入ってくる日が待ち遠しい。

「便利屋さんはもうやめよう」
ボランティアというのは，自ら志願して物事に関

わることを意味する。定住者のことを新聞で，テレ

ビで知って心動かし，彼らの問題に関わろうとする。

何ができますか？役に立てないでしょうか？そ



ポﾗﾝﾃｨｱの声圏身警確…う場…いつの闇…読み手１
戸一

になってしまっている。僕もその一人だった。」

「この４月から主婦と仕事の２足のわらじをはくこと

になり，３足目は無理ということで，ＪＶＣのボランティ「日本語家庭教師をしようと思った動機は，日本社会
ァをやめさせてもらうことになりました。私がこの活動に埋没していると窒息しそうな気がしたからです。この
を通じて“めぐりあった''という感じがしたのは何とい活動が現在まかり通っている，安上がり福祉政策におけ
っても定住者の家庭です。彼らの結束の強さ，暖かく笑る，ボランティア育成論を促進するようなものにならな
い声に満ちた団らんを目のあたりにして，私は何か置きいことを祈るばかりです」
去りにしてきたものを思いおこされたような気がしまし

た。戦後,西欧流の個人主義が良しとされて，“家族主義'，「１月から始めた新小岩の夜のお勉強も，つい先日終
はまるで悪い物のようにさえ考えられてきましたが，そってしまいました。カンボジア人のお父さんの就職先と

の一家を見て，家族というのは本来無条件に愛しあい，のトラブルが原因で引越してしまったのです。最初はと

強いきずなで結ばれたものなのだと反省させられました」ても恵まれているように見えた家族なのですが……。つ

くづく難民問題の難しさ，自分の無力さを感じています」

「私のボランティア活動は週に１回も会いに行くこと

がままならず，隔週というのが現状です。そこで私は教「活動を約１年休んだあと，先日久しぶりにカンボジ

科書を離れ，一友人として野外活動をともに楽しんでいアの人たちに会いました。気のせいかみんな数段大人び

こうと，海，山，公園等へでかけることを実行していまて，日本での生活の』慣れとともに，さまざまな問題の中

す。彼らが平均的日本人同様に生活を楽しめるよう，自に投げこまれている大変さも自覚するようになったみた

由にどこへでも行けるようその手助けをしたいと考えてぃ。なかでも週１回私が顔を出していたころに比べて，

います」 それぞれに自発性がより出てきたように感じました。こ

れは反対にいえば，私たち活動者は彼ら自身が問題の解

「僕たちのグループが大きくなるにつれ，僕たちは顔決に取りくみ，自発的に動き出すまで待つべきことがあ

を知らない者同士になってしまった。でもせっかく同じる，ということかもしれません。彼らがそれで失敗を体

ボランティアの仲間なのだから，知らない者同士ってい験するとしても，です。日本人を何年もやっていると，

うのはあんまり寂しい。この『そんぼっと』の発行部数日本を彼らよりは知っているため，つい早々とボランテ

は活動者に関係諸団体の数を加えると100近くになる。イァが問題にあたり，彼らの自立能力を弱めてしまう結

これだけ多いと切手貼りやはんこ押しも１～２分では終果になることもあります。ときどき定住者と離れてみる

らない。この『そんぼっと』は皆が作るもの，皆が自分ことも必要だと痛感しました」

し。本譜家庭識師プロジｪ外機関誌『そん瞳つと』よ!2ノ
う言って問いあわせがくる。

「彼らと友だちになって下さい」「えっ，そんなこ

とでいいんですか？」「そう，ただし，友だちになる

には条件がいります。彼らに恋をしてしまったと想

定します。何とかして気に入られようとするでしょ

う。だけど無理してほめたり，助けたり，いいかっ

こして見栄をはると，疲れるし，長続きしません。

相手はそんなのよ一くみえてるから，馬鹿にしてく

るし，うまくまとまる話もまとまりません。肩の力

をぬいて，一緒に悩んだり，笑ったり，怒ったりし

ていけばどっちも気楽で長続きします。以外な面も

みえるし，もっとうまくいくでしょう」と恋占いで

もする様に説明する。

ボランティアというイメージは，清く貧しく美し

くという言葉をイメージするくらい，きれいなもの

である。だけどやってる人間は，とってもそんなふ

うにはいかなくて，七転八倒している。それだった

ら，いっそのこと，ボランティアなんていう名前は

やめよう。別の名前を名乗って，顔のみえる関係に

したい。

定住者にとって，便利屋さんになるのはやめよう。

プロジェクトの名前もちょっとおかしい。教師なん

て立場じゃなくて，隣のおじさん，おばさん，お兄

さん，お姉さん，花子ちゃん，太郎さんになりたい。

日本語だけじゃなくて，料理のこと，洋服のこと，

学校のこと，子供のこと，病気のこと，会社のこと，

幅広く関わっている。どれも関連しあっている。ひ

とつだけ，とりだすことはできない。もうちょっと

人間くさくなりたいね，お互い。

－７－

長い長い時間の中で，私たちも定住者も生きてい

る。あせらず，気長に，ひとつずつ確実にお互い近

づいていきたい。時には失敗しながら，時には肩た

たいてギャハハと笑いながら。．

Trial＆Error69



日本語家庭教師プロジェクトはどうなる－今後の方針

従来の活動の目的は２つあった。①定住難民が地

域に根ざし，経済的，精神的に自立していくことを

目指す。具体的には言葉の障害によるコミュニケー

ションギャップを埋めていく。②定住難民を受け入

れている地域の人々の理解，協力を得る中で難民問

題を考えていく機会を設け，市民レベルの啓蒙をは

かる，である。

定住難民自身が抱える問題もさることながら，彼

らを受け入れる周囲の問題も重大であると考えた。

四年間の活動は，定住難民に対しても日本人に対し

ても働きかけようとするものだった。この間200人

近い人々が活動に加わり，去っていった。定住難民

と関わった身近な人たちの中で，何が変わっていっ

ただろうか。定住難民は，本当に力がついただろう

か。

個人的な感想を述べさせてもらえば，定住難民は

自分自身で失敗を繰り返す中で力をつけてきたし，

日本人の活動者は，そんな彼らと関わることによっ

て，社会の問題や人間のいろいろな面を勉強した。

活動の視点も単なる“お助けマン”から，共に生き

る相手としてみていけるようになった。

ただ残念なのは，定住難民と関わることの意味，

〔原案〕

＜活動の目的＞

定住難民が現状よりも生活の諸問題に対処できる

ようになること

く対象地域＞

神奈川／埼玉／東京

く対象者数＞

１家族２～３人として50～60人

く内容＞

④定住１～２年目の定住難民に対して

週１回の訪問を１年間続ける。日本語を教えるだ

けでなく，料理の特意な人，買い物の好きな人な

ど，各々の持ち味を生かして定住難民がいろいろ

相談できるような関係作りをする。

⑧定住３年目の定住難民に対して

週１回の訪問を１年間続ける。生活相談の手引き

などを使って，実生活に役立つ方法を身につける。

Trial＆Error６９
－８－

森山久寿子

なぜ彼らが難民になってしまったのかということと，

在日外国人はなぜ，日本国籍をもつものと対等に社

会参加できないのかという問題に，正面から向き合

うという視点に欠けていたことだ。

各々に言い分はあるだろうが，明確なプランを出

せなかったことは，私たち自身の認識の甘さによる。

そこで今までのように抽象的な目的ではなく，具

体的な活動の到達点が目的になる様，プログラムを

変えたい。

定住難民に関わることで，何をめざすのか，その

到達目標として日本語会話が上達する，新聞が読め

るようになる，一人で役所や病院へ行けるようにな

る等，いろいろあるだろう。具体的なプランをやっ

ていく中で，出てくる問題点をひとつずつ書きとめ，

次への展開へ生かしていける様，活動をしている一

人一人が問われることになる。

またＪＶＣに関わる人，関わらない人，日本語のプ

ロジェクトだけに関わる人など様々な立場の人がい

て，そのまとめをスタッフが一人で抱えていたとい

う状況もあった。定住難民と関わる意味を一人一人

が考え，行動できるようなプランを立てたい。

そのたたき台として，今年度の案を出した。

◎定住５年目の定住難民に対して

相談事には専門家を紹介し，難民の人たちといっ

しょにパーティを企画するなどの関係づくりをす

る。

◎子供たちについて

週１回の訪問を１年間続ける。日々の宿題に時間

を取られることも多いが，基礎学力をつけるよう

に参考書などを活用する。

＜活動方針＞

。④～◎に関して，活動者と定住難民が相談して１

年間のプログラムを立てる。一定の到達点に達す

るように一年毎に相互評価する。

・活動希望者は動機作文（400字×３枚）を書き，

活動終了時には各々が評価を行い，問題点や活動

に関わる姿勢を共有する。

･地区別ミーティング，専門家とのミーティング，



４

(新プロジェクトについては「そんぼっと」の次号で詳しくお知らせします）

数字に見る日本語家庭教師プロジェクト (1982.10～1987.3）

１８０人

１９８人

●今までに何人のボランティアがかかわったのか

●今まで何人の難民の人々が日本語を学んだのか－

●日本語を学んだ難民はどこから来たのか

－９－

●ボランティアの平均年令

男性２７．９歳

女'性２５．１歳

●ボランティアの活動期間

１番長い人－５年（１人）

１番短い人－１カ月（３人）

平均一１年

７

２

他団体とのミーティングを行う。個々の活動には・機関誌を作成，発行する。ミーティングだけでは

限界があるので，横への広がりを持つことで問題補えない1情報の交換,全体の動きなどを互いに知

解決をスムーズに行う。らせる。

｡活動者の募集は４月に一斉に行い，人の入れ替え･資金集めをする。このプロジェクトを遂行するた

によるトラブルをなくす。めのスタッフの生活費，機関誌印刷代，連絡,交

・１カ年（４月～翌３月）に，難民の歴史，現状の通費が必要になる。

問題，方針などのオリエンテーションを行い，各。現状調査をする。８月をめどに終了する。

々の視点を明確にする。。活動者，専門家の名簿をつくる。

。連絡係を設置する。地区別に窓口を設けることで。今までの活動報告書の編集。

'情報処理，問題解決を潤滑にする。

●今までの活動地域
（1982.10～1987.3）

●現在の活動地域
（1987.3.31現在）

Ｔｒｉａｌ＆Ｅｒｒｏｒ６９

６

６

２

２

(注）１家族に２人以上の難民が日本語を学ぶ場合もあるので，

家族数より難民数が多くなります。

国名

カンプチア（カンボジア）

ベトプム

ラオス

イラン

ウガン夕

チリ，フィリｌ手ン，ガーナ，

アフガ詞ニスタン

不 明

’
一
一
・
一
ｎ

△
両

人 数

106

4５

3０

各１

198

都道府県

紺;奈川

東京

埼玉

合計

家族数

3９

咽
Ⅱ
Ⅱ
皇

三
門
心
）

都道府県

神奈ｊ:ｉ

東京

埼玉

千葉

その他

合計

家族数

1０９

4５

:９

1７７



●定住難民に聞く－①

ﾗｵｽ文化を捨てないと適応できないのか？

残業に追われ，忙しく働くレックさん

日本語家庭教師担当のＭさんに紹介された，レッ

クさんとはなかなか会えなかった。毎日，残業があ

るらしく，帰宅は10時以後。私の午後10時といえば，

酒が入ってることが多く，電話しなくてはと気がつ

くと11時過ぎで，翌朝のことを考えると，電話を控

えてしまう。

ようやく電話連絡がとれたと思うと，勤務の関係

で，土曜日の夜か日曜日でないと，レックさんがい

う。個人的な都合で日曜日はまるでだめな私のあい

てる土曜日は少なく，約束の日はかなり先になった

(編集のＭさん，原稿遅れてゴメンナサイ)。

約束の土曜日の夜，私たちは小田急線の長後の駅

(藤沢から５つめ)であった。すぐ前の喫茶店に入っ

て自己紹介のときに，レックさんは名刺をくれた。

シンカム・レックとカタカナで書かれた名前のうえ

には，主任という肩書きがついていた。あとで聞い

たことだが，レックさんの月収は30万円余（残業。

税金こみ)。４０歳という年を考えれば，日本人の平

均とくらべれば，決して悪くはないだろう。一流企

業の下，三流企業の上，というところか…。

難民としては順調といっていいレックさんは，こ

れまでも在日同胞のことに気を配ってきた。彼らの

相談相手になるだけではなく，外に向けては難民の

困難を代弁してきた。そして今また，一家４人を殺

したカンボジア難民，「ブイ・ムゥンさんを見守る会」

の中心メンバーにもなっている。日本における定住

難民と問題について，同じ難民に対する忠告を含め

て率直に話してもらった。

３割安い労働力と見られた難民たち

レックさんの在日生活が，順調にいった最大の理

由は，すぐれた日本語能力にある。1945年，ラオス

に生まれたレックさんは，日本で言えば工業短大の

機械専門課程を卒業し，1965年には政府派遣の技術

研修生として来日している。わずか半年たらずの日

本研修がレックさんの運命を大きく支配していく。

帰国したレックさんは，やがて政府間援助で，ラ

オス国内で工事をする企業の通訳を勤めた。ダムエ

事，水道工事，大使館工事…，仕事は順調に続いた。

シンカム・レックさんの場合

勤勉なレックさんは，昼間通訳の仕事をしながら，

夜は日本語学校に通い，さらに日本語の勉強を続け

た。通訳のあとは，日系の貿易会社に勤めた。

内戦，ベトナム軍の進攻などで，ラオスでの将来

に絶望したレックさんが，妻（26歳＝年齢はいずれ

も当時)，長女（６歳)，長男（２歳）の３人を連れ，

ノンカイの難民キャンプに入ったのは，1979年。

日本政府が，来日を希望する難民に対して，出し

ている条件は次の４つだった。①日本に親類がいる，

②滞日経験がある，③日本に身元引受け人がいる，

④日本語が話せる。多くの来日希望者のなかで，そ

のひとつでも満たしてる人は少ない。それでも何人

かは来日が許可される人がいるなか，①を除く②，

③，④を満足するレックさんの来日がスムーズにい

ったのは，当然のことであろう。

来日は79年12月28日。半年間の姫路の定住促進セ

ンターでの生活後，身元引受け人になってくれたＳ

氏が見つけてくれたＴ工業に就職。Ｓ氏は，いまも

レックさんの相談相手になってくれる善意の人だが，

Ｔ工業は，あまりいい会社ではなかったらしい。

当時，神奈川県綾瀬の工業団地の指導的地位にあ

ったＴ社は，自らも積極的に難民を受けいれるだけ

でなく，団地内の各社にも強くすすめていた。その

理由は，どうやら，安い労働力の確保であったらし

い。レックさんは，

「かげで，難民用の統一給与表を作っていたのです

よ」と，数字がビッシリならんだコピーを見せてく

れた。それは若年層から高齢者層までの給与関係の

数字のならぶ一覧表で，いかにも秘密の給与表に見

えた。一中小企業のものとしては，あまりに網羅的

にすぎる……。

ちなみに32歳のレックさんの給与は本給100,000

円，諸手当16,000円，残業手当て26,100円（36時間

分)。１日実働８時間の機械製造工としては，相場の

３～４割安というところだろうか。一時30人も勤め

た難民も結局，一人残らずやめてしまったという。

「ぼくが，一番最初に勤めて，一番最後までいたよ」

とレックさんが笑いながらいうＴ工業は，レックさ

んの退社後，半年あまりして，６０年末には倒産して

しまった。その最後は夜逃げ同然だったとか…。
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日本語や日本の習慣に慣れるのはやはり大変

「難民にとって，一番の問題は，やはり言葉の問

題です」

と，難民のスポークスマンの顔に戻ったレックさ

んはいう。数回話したという講演のメモだろうか，

整然と文字の並んだノートを持参している。その話

をまとめておこう。

まず定住促進センター。

①住居が狭い。家族４人で８畳１間に住んでいた

ときに，独身者２人の同居を求められたことがある

とか…。

②日本語の勉強期間が短い。「ぼくは困らなかった

けれど…，就職してから聞く，“メシ，行こ”“持っ

てこい”なんか，習わないから…」とレックさん。

③日本の社会の規則を教えてほしい。「壁をとりは

らったり，間仕切りをしたり，ラオスでは改造する

のは，部屋を借りた人の自由なんですが…」そのほ

か，月給などの額面と手取りの差，自治会活動など

について，説明が不足しているとか。

④自由になる金が少ない。’家４人で自由になる

金は月２万円。そのなかから，酒，タバコなどの噌

好品，子どもの洋服などを買うのは大変だ（８年前

のレックさんの水準)。

⑤通訳が少ない。インドシナ難民といっても，ラ

オス，ベトナム，カンプチアと３国。細かいところ

まで意志疎通ができる通訳がほしい。

⑥センターで探した“就職口'，に固執しがち。「と

にかく行きなさい，もう少し頑張りなさい」が多い。

仕事を探してくるのが大変なのはわかるけれど…。

会社に就職して…。

①言葉が分からない。

②差別がある。

③日本人の気持ちが分からない。「注意されてい

るのが，怒られているような気がする」普通の声で，

ゆっくり，繰り返して話してほしい，とのこと。人

間関係に疲れて辞めていく難民も多い。

④習』慣が違う。難民が一生懸命働きすぎて，周囲

の日本人の能率を上回り，トラブルが起きるケース

も少なくないとか…。

⑤ボランティアしか頼る人がいない。公的機関，

つまりセンターなどでもっと親密に相談にのってほ

しい。

同胞を弁護する心と叱責する心と

喫茶店の閉店時間になり，近くの安酒場に席を移
して，話を続ける。車を運転するレックさんはジュ

ースを飲むだけで，肴にもハシをつけない。しばら

く雑談をするうちに，ラオス難民のなかのリーダー

としての発言が出てくる。

「小学校の初めから，日本に来ている子どもは問

題ないですね。私の子どもも，まあ順調です」

長女も１年おくれながら，１年生から日本の小学

校に通ったという。

「でも，言葉がね…。母親は日本語をあまり覚え

ないから，ケンカなんかすると，子どもは日本語で，

母親はラオス語でおたがい一方的に話すことも…」

「娘はラオスには帰りたくないし，ラオスのこと

なんか知りたくない，というんですよ。息子のほう

はラオスのことに興味を持っていますが…」

「ラオスで，大きくなった人は，日本に'慣れるの

は難かしいですね。ラオスでは，誰かが助けてくれ

るから，みんなノンビリ。日本人みたいに一生懸命

働かないね」

「私，最近，友だちから電話がかかってきたらい

う。相談するのなら来てもいい，でも，酒，飲むの

ならダメって。みんな，もっと頑張って勉強してほ

しい，日本語，日本のこと。ラオスなら，年をとっ

たら，子どもたちが面倒見てくれる，でも，日本で

大きくなった子どもたちは，たぶん，見てくれない。

だから，お金もためなきゃだめだと…」

ラオスにいたときから，“日本人的”に努力してき

たレックさん。いつまでも，祖国にいるときのまま

のノンビリした生活態度が，はがゆいらしい。中学

校を卒業し，進学せずに就職して，車を乗り回し，

ラジカセを鳴らす若い人に話が及んだときに，複雑

な顔をしていう。

「ラオスでは，学校を卒業して結婚するくらいま

での若い間，みんな遊んでいる。お兄さん，お姉さ

ん，オジさん，オバさん，食べさせてくれる。でも…」

仲間をかばおうとする言葉のあとに，もっと頑張

ってほしいという叱責の心が顔を出した。

在日ラオス人会の活動もしているというレックさ

ん。

「(中華街みたいな）ラオス人街も作ればいいんだ

けど，土地が高いし…。土地の安いところは，就職

口がないし…」

困難はあっても頑張る，とレックさんの顔に書い

てあるｃ（Ａ・Ｇ）

－１１－
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●定住難民に聞く－②

未来に希望が持てません

とにかく時間がない

高田馬場の駅から歩いて３分ぐらいのところで，

レストラン「カンボジア」を経営しているリー・ソ

クトンさんに定住難民の生活状態について話をして

もらった。

リー・ソクトンさんには，父，母，それに兄弟が

７人いるが，まだ独身である。リー・ソクトンさん

は1973年,カンボジアから日本に勉強に来て，台湾

を観光旅行している間に戦争が起こり，難民（正確

には，Displacedperson「流民｣）となった。

今でこそ30人程度が入れるくらいのレストランを

経営しているが，それ以前は，飲食店で働いたり，

喫茶店のカウンターのアルバイトを３年やったり，

中華料理のコックも経験している。「私は外人なので，

大学をでたとしても，会社でやっていくのは難しい。

だから体で身につけたものしかできません」と言い，

続けて「日本では大きな商売はできないと思う」と

も言った。

リー・ソクトンさんの住まいは足立区にある。職

場まで往復２時間はかかる。夜，仕事が終わって家

に着くのは深夜１時ごろで，それからお風呂にはい

って少し休み，寝床につくのは２時をまわっている。

そして朝の６時，７時には起きて職場へ向かう。

２月に起こったカンボジア難民殺害事件の悲劇で

もわかるように，日本語という言葉の壁が難民の前

に立ちはだかっている。リー・ソクトンさんの場合

は，四ツ谷の日米会話学院で日本語を学び，他の家

族はＪＶＣの日本語家庭教師などにお世話になった。

この日本語によるインタビューでも，かなりわかり

やすい日本語で話してくれたが，やはり「日本語は

難しい」と言い，「レストランで注文をとったり，電

話で予約を受けたりするぐらいの，簡単なことはわ

かるが，日本の文化，歴史なんかについては難しい」

と答えた。

また「日本語を勉強する時間がない」というの

は，先ほど述べたことでもわかることだが，忙しい

ということに加えて，ＪＶＣの日本語家庭教師から教

わるのは１週間に２回で，１回が１時間半から２時

間ぐらいでは短いとも言う。リー・ソクトンさんの

一番下の弟は21歳で，日本に来て４年たつが，会社

リー。ソクトンさんの場合

など周りの人が日本人なので，日本語を覚えるのも

早いようである。しかし家の中で家族で話す時はカ

ンボジア語だそうだ。

日本人の友だちがいない

リー・ソクトンさんは31歳で，そろそろ結婚を考

えてもいい年だ。「結婚は自分だけでは決められな

いが，日本の女性と結婚したいと思っても，自由な

時間があまりないので，つきあう機会もない」と言

っている。「愛があれば，国籍は問わない？」と問う

と，彼も深くうなずいた。

足立区の家での近所とのつきあいについて尋ねる

と，朝の挨拶や，「元気ですか」などと声をかけるこ

とはあるが，アパートの隣近所の人とはそれ以上話

すことはないと言う。

「日本の習1慣とカンボジアの習'慣は異なります。

カンボジアでは，知り合いや友人と会うと挨拶だけ

でなく，その人を家に迎えてお茶を飲んだり，酒を

飲んだりしますが，日本の場合は挨拶だけです。そ

ういう習'慣がないのはアジアでは日本ぐらいじゃな

いですか」と現在の日本社会がかかえる問題をつく

ような言葉だ。このような日本の社会において，「友

人」と呼べる人はどのくらいいるのだろうか。「はっ

きりと覚えてはいないけど，かなりいます」と言う

ので幾分ホッとしたが，話を続けていくうちにそれ

らのほとんどが難民であったり，リー･ソクトンさ

んが中国系である関係から華僑であることがわかっ

た。だから困ったとき，例えば，リー・ソクトンさ

んが１人で暮らしていたときや，職を失っていたと

きはそれらの友人に世話になったそうだ。

だが，日本で商売したり，アパートを借りるに

は，どうしても日本人の保証人が必要になってく

る。そのときは，日本人のある程度年輩の人を頼り

にしている。同じ世代の日本人とのつきあいはなく，

「遊ぶときもやはり同じカンボジア人とかになって

しまいます」と言う。

現在の日本社会は，日本人だけ考えてみてもさま

ざまな問題がある。外国人となれば，それは日本人

以上であるのは明らかだ。そこで「日本社会のどう

いうところが問題だと思うか」と質問したところ，
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具体的な答えは得られなかった。ただ「日本では大

きな希望は持てないと思います。大きい商売なんか

絶対できないと思います。外国人だから。たと

え，日本国籍をとってもそれはできないと思います」

との返事が返ってきた。

日本の難民受け入れ条件は，アメリカ，カナダと

比べて厳しい。リー。ソクトンさんも，友人がアメ

リカなどにいるので，そのことがよく分かるようだ。

「アメリカでは何年か住めば，市民権を得られるけ

れど，日本は何年住んでもどうなるかわからない。

何年たっても日本の国民とは違うでしよ」日本にい

て一番困ることは「将来だけです」と答える。リー・

ソクトンさんの両親は，すでに年老いているので，

彼らだけでは生活できない。助けることができるの

は，自分たち兄弟だけ。「アメリカなどでは政府がな

んとかしてくれるでしよ」。

難民と中国残留孤児とは違う

このインタビューをしたころ，中国残留日本人孤

児が来日していたので，話題をそれに移してみた。

「中国のケースと私たちのケースとはちょっと違

うと思います。半分，いえ70％ぐらい違います。中

国のケースは国が厳しいわけではない。生活してい

けるのだから。日本に来て，何十年も別れ別れにな

っていた親せきや父や母に会いたいだけ｣。

「中国残留日本人孤児は，中国に帰ることができ

る。しかし私たちがカンボジアに帰りたいと思って

も帰れません。行けば，殺される」。

続けてこうも言う。

「私たちは，厳しくても頑ばっています。中国の

残留孤児の場合は，日本でダメだったら，中国にも

どることができる。私たちがダメだったらどこに行

けばいいんですか？１つの道しかないんです。バ

ックはできないんです｣。

リー・ソクトンさんが言うように，残留孤児と難

民の問題とでは明らかに違いがある。しかし，言葉

の壁に関しては，彼も認めている。

インタビューの最後に，難民を支援する日本人ボ

ランティアにどういうことを望むかを聞いてみた。

「日本の社会は大きくて，色々なグループがあっ

ちこつちにできています。しかしＪＶＣが政府に関係

あるのか，プライベートなものなのかということも

分かりません。名前だけ分かりますが，内容は分か

らない。他の難民も同じだと思いますよ｣。

（正木幹生）
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●定住難民に聞く－③

家族のためにがんばる

日本の生活はお金がかかるよ

上空を飛行機がとびかう大田区の都営住宅に，ボ

ン・サックダーさん一家が住んでいる。子供５人を

かかえる一家にとって２ＬＤＫは窮屈そうだ。

一家は，ラオスからタイの難民キャンプを経て日

本にきた。日本に定住して６年が経ち，家族みんな

の顔にも笑顔がみえる。

一家を支えるブンペットさんは，家から自転車で

10分くらいの工場で，旋盤関係の仕事をしている。

この仕事は，大和の定住促進センターの紹介による

もので，今日まで同じ職場だ。今では，１２人を監督

するリーダーだ。しかし，この職場に入ったとき５０

人近くいた従業員は，半分ぐらいに減り，残業もで

きず，給料もあがらない。でも「どんなことでも我

慢する。家族のために」とブンペットさんは言う。

妻のボンさんも内職してるが，こちらも不安定だ。

日本語に関しては，ブンペットさんは，会社の人

や友人と話すことによってだんだん覚えたそうだ。

しかし子供にはかなわない。インタビューもボン。

サックダーさん夫婦と長女(中２）を交えて行われた

が，長女が最も日本語が上手だった。こちらでは，

家族全体では日本語を話すが，夫婦だけのときはラ

オス語だという。子供たちは，親の会話が理解でき

なくなってきている。

ブンペットさんの会社の状態を除いて不安はあま

りなさそうだ。近所づきあいも，団地の集まりがあ

れば呼びかけてくれるし，同じ定住難民とも，遊び

にいったりきたりする。仕事，言語を除くと，子供

の教育費が大変そうだ。なにしろ５人いるのだから。

一番上の兄は，高校を卒業したらお父さん１人で仕

事させるのはかわいそうだから就職するという。長

女はまだ中２ではあるが，将来の夢は看護婦さんで，

できれば高校ではなく，その関係の専門学校に行き

たいと言った。

ブンペットさんが「日本の生活はお金がかかる。

少ない給料でもまだお金をとる(税金に引かれる)」

と言う。このように思うのは，定住難民だけでなく，

私たち日本人の大部分も同じであろう。

一般的に日本に一時滞在する難民は，アメリカ，

カナダなどでの定住を希望する。一家の場合，妻は

ボン・サックダーさんの場合

「日本が好きだから日本に来た」と言う。夫は「ど

こでもいいから暮らしていきたい」と言い，「日本は

仕事があるし，お金もある」と言う。アメリカ，カ

ナダに住む友人によると，むこうでは仕事が少ない

そうである。

このように家族の考え方の違いはほかにもある。

お母さんと子供は日本に永住することを望んでいる

が，お父さんはまだ考えられないようだ。

定住センターやＪＶＣは難民のことをよく見ていない

インタビューの終りにブイ。ムゥンさんの事件※に
ついて感想を聞くと，「子供がかわいそう｣，「カンボ

ジア人がこのようなことをしたので，私たちラオス

人とかも同じようにみられてしまう。日本人は同じ

ように考えちゃう」ということのほかに，定住促進

センターやJVCなどは（難民の）生活のことをよく

みてない」というのもあった。

ブンペットさんの聞いた話しによると，ある定住

難民のお父さんとお母さんが毎日けんかしているの

で，８歳の子供がセンターなどに電話したところ，

「センターを出た難民は関係ない｣と答えられたそうだ。

リー・ソクトンさんのケースもボン・サックダー

さんのケースにしても，定住して月日が経っている

ため，ブイ・ムゥンさんのような事件が起こること

はなさそうだ。これらのインタビューで耳に残った

言葉は「時間」と「金｣。この２つで困っているのは

日本人も同じだ。しかし明らかに私たちと定住難民

は異なる。たとえ日本の国籍が取れても，日本人と

は異なる。この隔たりは彼らの問題というより，私

たち日本人が変わらなければ解決しないことだ。

幸い，どちらの家も近所づき合いがあり，困った

ときに助けてくれる人も持っている。それなりに日

本社会に生きている。ただちょっと気になったのは，

定住難民と一番接しているはずの救援団体の活動が

案外難民に知られていないことである。難民関係に

携わるものは，ここでもう一度自分たちの行ってい

る活動を見直す必要があるのではないだろうか。

（正木）

※２月８日，神奈川県秦野市に定住したカンボジア難民（ブイ

・ムゥン）が妻子４人を殺害した事件。
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＃

①名前②生年月日③出身地，国籍④ＪＶＣに入

った，あるいは活動に参加した日⑤ＪＶＣに入る前

は何をしていたのか⑥なぜＪＶＣにかかわったのか

⑦仕事の内容③ＪＶＣについて感じていること，ま

たは提言⑨これからどのようなことをしたいか

⑩ほかの国で働いているメンバーに伝えたいこと。

タイの仲間たち

①
②
③
④
⑤

ノンチヤン

るために率先して活動することに深い感銘を受け

た。私たちが触れ合う中で，わずかな経験やフラ

ストレイションや喜びを分かちあうことを楽しん

でいる。これ以上他のスタッフに言うことは何もな

いが，良い活動と，高い意欲をそのままに〃

_,_⑥?､好鰐織:鉄識斌韓._‐．

露烏識惑識識溌

①テリース・カオエッ

ティ

②1959年１月１５日

③アメリカ

④1985年10月

⑤アメリカで５年間，

タイで３年半難民のた

－１５－

ブッパバン･サオケオ

1958年２月２１日

タイ

1986年３月１日

COEER(カトリック

救援団体）で農業ブ

鱗
灘瀞の救援団体）で農業ﾌﾟ
:､露...､

ロクゃラムのアシスタン

ト．コーディネーターとして３年間働く。それか

らパナニコムで難民のために英語を教えていた。

⑥Ｊｖｃには国境で働く機会があるし，そこの難民

たちは私が前に活動していた場所の人たち以上に

助けを必要としている。

⑦アランヤプラテートのＪＶＣオフィスとＵＮＢＲＯ

や他の救助団体との連絡役。必要な時にタイ語，

英語，クメール語を相互訳する。キャンプへの訪

問者の案内をしたり，日程のアレンジをする。ノ

ンチャンとカオイダンに関する広報活動。

③タイ人，日本人，アメリカ人の間に仕事に対す

る姿勢でいくつかの相違がある。例としてコミュ

ニケーションの仕方，仕事の時の協力，考え方や

文化の差である。提案として，すべての国の人が

Ｊｖｃで活動する前に今以上のオリエンテーション

が必要である。またＪｖｃはスタッフが一堂に会せ

るような活動を行って，アイデアを共有したり，

お互いがもっと知りあえるようにすべきである。

（この活動とはセミナーや，楽しみだけのために

スタッフが集まることでもある｡）

⑨私自身のプランの責任を果たすことのほかに，

保健教育プログラムの授業を手伝おうと思う。

⑩皆に考えてほしいのは，’0万人以上もの人が同

じキャンプ内に希望もなく，ベトナムの攻撃をた

だ待ち，そして逃げるという状態で居ることである。

（今回でこのシリーズは終り）
Trial＆Error６９

めに働く。

⑥Ｊｖｃがタイ．カンプチア国境のクメール難民へ

の活動に関与していたからである。またJVCは組

織が小さく，スタッフが関われることも大きいか

ら。

⑦ノンチャンの補助給食と栄養プログラムのプロ

グラム．コーディネーター。私は時間のほとんど

をキャンプ内の調整活動に費している。そのほか

他団体との調整を計る会議や，Ｊｖｃプロジェクト

に関する話し合いにも出席する責任を負っている。

③私はＪｖｃから非常に感銘を受け，この組織との

一体感を感じている。Ｊｖｃは小さな組織で全ての

人々が関与することができ，その考え方や関心に

も耳を傾けてくれる。これはJvcの特長だと思う。

私の見るところ唯一の弱点は，長期のスタッフ

を欠くことである。数多くの人が来てJVCと経験

を重ねることはよいが，Ｊｖｃとしては，少なくと

も何人かのスタッフが長期的に関わる努力をする

よう働きかけるべきである。

⑨将来の計画に向かい，あまり遠くまであえて冒

険するつもりはないが，これは人生の全てはうつ

るいやすく，予想し難いからである。現在はとい

うと，Ｊｖｃの活動に』慣れているとはまだいえない

し，自分の仕事やともに働く人々を通して今だに

たくさん学ぶことが残っている。外国で救援や開

発の仕事をしている自分を見つめると，時折学校

へ行くことや，さらに深く訓練を受けることにつ

いて考えるが，今後どうするかについては今のと

ころ考えていない。

⑩Ｊｖｃの他のスタッフがプログラムを創造開発す



在日外国人と私たち

まず最初に目分の氏素性をはっきりさせながらお

話をしたいと思います。

私が大学を出てすぐについた仕事は，東京の駒込

にあるアジア文化会館という，東南アジアから日本

に来ている留学生と技術研修生の宿舎でした。その

協会の職員を丸10年やって，それから大学の教師に

なりました。その10年の仕事がなければ，ここでこ

ういうお話をすることもなかったと思います。大学

では第二外国語の日本語を教える時間が一番多いの

ですが，「日本アジア関係史」とか，「在日外国人

愛知県立大学教授田中宏

の地位」において外国人をとりまくいろいろな問題

について講義しています。

それでは10年間の留学生の仕事の中から，私が体

験した象徴的なできごとを２，３お話したいと思い

ます。その62年から72年というのは，北爆が始まり

ベトナム戦争が拡大したり，７０年安保があったり世

の中が騒然としていた時代です。俗にいう右傾化と

いうか，過去の戦争に対する意識が変化し，アジア

の人たちとの関係にも非常に微妙な問題が起きてき

ました。そういう背景の中に私はいたのです。

留学生の見た日本＝=一一一=====＝＝－=＝－－＝＝＝
伊藤博文の千円札

６３年の11月に伊藤博文の千円札が突然出てきまし

た。その時ある東南アジアの学生が，「田中さん，日

本人というのは歴史というものをどう考えているの

ですか」と話しかけてきました。私も鈍感だから何

のことかわからない。彼は「伊藤博文は最期はどう

なった人なのですか」というのです。さすがの私も

ハツとしました。ご存知のように，伊藤博文は朝鮮

を植民地化する上で最も重要な役割を果たした政治

家で，1909年ハルピンで安重根に射殺された人です。

そしてその留学生は「日本にいる朝鮮人はどんな

気持ちでお札を使うと思うのですか」というのです。

さらに彼は続けていいます。「日本は非常に発言が

自由な国だ。戦前と違って政府に反対しても刑務所

に入れられることはない。それなのに誰もこの千円

札を批判しないようだ。いつも政府を批判する人々

も何もいわない。実は私たちが一番薄気味悪いのは

それです」と。私もそこまでいわれますと，日本人

の端くれですから何か説明できないかと思うのです

が，今日に至るまで答が出せないでいるのです。

８２年に教科書問題がおこりましたが,その瞬間に

思ったのは，私にとって教科書問題は千円札だった

のだなというのが率直な感想です。

フランス語で話しかける学生

また別の留学生ですが，「日本の将来は問題だね」

と言ってきました。何のことかと思ったら，東大の

学生が彼をつかまえて，頻繁にフランス語で話しか

けてくるというのです。ベトナム人にとってフラン

ス語というのは，植民地支配の中でやむをえず使わ

ざるを得なかった言葉なのです。十分に日本語

で意志疎通ができるのに，それを使わず，一番不愉

'快なフランス語で話かけてくる東大の学生はどうい

う教育を受けてきたのか，こういう人たちが日本の

社会の中枢を担っていくとなると日本の将来はない

というわけです。

日本の自画像については，私たちなりのものを持

っていますが，アジア人から見るとまったく別な，

虚をつかれたような姿が見えてくる。それがこの１０

年の発見の１つです。

生活保護をもらえば罪人

それから，これは1965年のできごとですが，シン

ガポールから来ていた私費留学生が肝臓を患って入

院したことがあります。医療費に困り，大学の先生

が私たちのところに訪ねてみえたのです。４月ごろ

だったと思います。私たちにも揃えて渡すお金など

ありませんから，私が福祉事務所に相談に行ったの

ですね。結果的に医療扶助がもらえることになり，

私が福祉事務所にとびこんだ日から治療費は全部国

が出すことになりました。

私としてはなかなかおつな解決をしたと悦に入っ

ＴＴｉａｌ＆Error６９
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入管での取り調べ（文中とは関係ありません）

ていたんですが，３カ月ぐらいして，入管※から在留
期間の更新は不許可という通知がきたのです。本人

は入院していましたから私がハガキを持って入管に

行きました。何かの手違いじゃないかと。ところが

入管法の24条には公共負担者排除条項といって，国

や地方公共団体に財政負担をきたす外国人は日本か

ら国外退去にするという条項があるのですね。つま

り彼は医療扶助を受けたことでこれに該当してしま

ったのです。

結局彼は不法在留となり，９月になって医者から

飛行機に乗れるとの許しが出てから，自費出国許可

を得るため，私は病み上がりの彼をつれて東京入管

へ行きました。いったん法違反者となると自由に日

本から出ることはできず，許可がいるのです。

それで手続きに１時間ほどかかり彼は部屋から出

てきました。そして「田中さん，私今どういう目に

あったと思いますか」というのです。彼は十指の指

紋を取られ，写真も正面と左右から撮られました。

その上口を開けろといわれ，歯の特徴もすべて調べ

あげられたのです。そういう手続きを受けなければ

出国の許可が降りないのです。彼は翌日羽田から発

つことになったのですが，私が「明日，飛行機に乗

るのは待たないか，いくら何でも私も耐えられない。

弁護士と相談したいから」と彼にいったんですね。

そしたら彼は「田中さんの厚意はありがたいけれど，

私は１時間も早くこの国から離れたい。だから予定

どおり飛行機に乗ります」といいました。

翌日私が見送りに行くと，「田中さんにはいろいろ

世話になったけれど最後のお願いがある」といって

一枚の便せんを渡されました。「日本国法務大臣殿」

という手紙にはこう書いてありました。

「私は勉強に来て途中で運悪く病気になったので，

ずいぶん多くの人たちにいろいろな形でお世話にな

りました。このことについては本当に感謝していま

す。しかし日本の政府から援助を受けたというそれ

だけの理由で，罪人としてこういう形で日本から追

放されることを，私は生涯忘れることはできません。

必要な場合にはこの事実を公表する権利を留保した

い」と。

彼が日本を離れてから私は法務省と厚生省に行き

ました。日本政府の１つである厚生省が適用した法

について，もう１つの法務省がこのことをとらえて彼

のビザを打ち切るのはいったいどうしたことなのか

と聞いたのです。すると厚生省は厚生省，法務省は

法務省，互いに他の役所のやることについては関知

しないというのです。

他にもいろいろ経験しましたが，わざわざこの事

件を申し上げたのは，日本における外国人の地位，

処遇というのは，想像できないような状態に置かれ

ているということを，しみじみ感じたからです。

闘う在日朝鮮･韓国人二世一一=＝====－==＝====－－－=＝
外国人の持ちこむ相談に乗ったり，役所とかけあ爆者の中でも朝鮮人は差別されている。そこを市民

ううちに，私のところにくる相談のケースが70年ご連動がこだわっていたのです。密入国してきた孫さ

るから少しずつ変化してきました。最初に持ちこまんという人をどうするかということにこだわる。そ

れたのは，広島で被爆した韓国人が密入国してきたれが私のところに廻ってきて，治療目的を達成させ

事件です。被爆者の中に朝鮮人がいるということをたいので力を貸してほしいといわれたのです。

従来の日本の被爆者運動が放置してきたのですが，これは結局裁判で争うことになり，福岡地裁から

７０年代に入るとそれにこだわるグループが出てきた最高裁まで全部勝ってしまった。その人は日本に在

のです。その人たちがこの事件に非常に関心を寄せ，留できることになり，治療も受けることができるよ

何とかこの事件を通じて朝鮮人被爆者の問題をきちうになりました。日本が36年間植民地支配をして，

っとさせようとしたのです。広島は平和運動の原点その間どういう形で日本に朝鮮人が渡ってきたのか，

といわれていますが，同じように被爆しても平和公私も勉強しながらその運動体の人たちと一緒に裁判

園の中には朝鮮人の慰霊碑はありません。平和公園を組み立てていったのです。

から川一つ隔てた向こうにポツンと建っている。被７６年になって持ちこまれたケースは今までとはま

※入国管理事務所

－１７－
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た違っていました。司法試験に合格した韓国人がい

て，最高裁は日本に帰化しなければ弁護士になれな

いという。本人は韓国籍のまま弁護士になりたいと

いうが，何か方法はないかと彼の先輩が相談にきた

のです。要するに帰化して日本国民になればいいが，

日本国民でなければだめだということです。

最高裁の担当課長は「今までの人は黙って帰化し

て弁護士になっているのに，あんたはなぜできない

のか」というと，彼は「私は一生日本に帰化しない

なんてことは考えていません。ただこれが欲しけれ

ば帰化しろという形で“踏み絵”のように使われる

ことは，私には絶対に受け入れられません」とはっ

きり言ったのですね。そして「私も弁護士になるた

めに一生懸命勉強しました。どう考えても弁護士に

なるには日本国籍が必要だという法律上の制限もな

いし，理論的にもおかしい。それは合理性がないし，

納得できません」ともいいました。

司法試験法にも弁護士法にも国籍による制限はな

いのに，弁護士になるための研修所に入るのには日

本国籍が必要だというのです。彼がその法的根拠を

問いましたら，「20年前に最高裁の裁判官会議でそ

ういう方針が確認された」というだけでした。結果

的には最高裁が非を認め，彼は外国籍弁護士の第一

号となった。憲法の番人である最高裁が法的根拠も

なしに国籍条項を入れて差別してきたのです。教科

書には「法の下の平等」と書かれていますが，実際

には充分な点検はできていないのですね。

それまでは当事者の側にも「どうせ朝鮮人だから」

というあきらめの気持ちがあったのですが，このよ

うに若い人たちが自分でぶつかって自分の道を開い

ていくということが，７０年ごろから積み上げられて

きました。７０年代には入社を取り消された在日韓国

人青年が起こした日立就職差別裁判もありました。

こうした流れの中で国籍差別が１つずつ取りはずさ

れていったのです。この延長線上に指紋の問題が出

てきたので，８０年になって突然出てきたというわけ

ではないのですｑ

しかしそういう一人一人はある意味では“さらし

物'，になる覚悟をもたねばならず，「通名」で逃げ

隠れするわけにはいかなくなります。その積み重ね

の中でずっと変わってきたのです。当初は留学生か

ら始まって，別に私が意図したわけではないのです

が，気ずいてみると在日朝鮮・韓国人の問題にどん

どん深入りしていくようになったというのが，二つ

目にお話したかったことです。

在日朝鮮･韓国人と難民条約＝=一=－－＝=＝＝=一一一=＝
皆さんが関わっている難民問題というのは，私のそしてその数が3,000,5,000,10,000と徐々に広げ

ような流れの中をずっと歩いてきた人間から見ると，られていったのはご存知のとおりです。

日本社会にものすごく大きな影響を与えたと思いま重要な外交イベントのたびに難民政策は変わって

す。そのことについては以前に「トライアル・アンきた。そして79年に「国際人権規約」を批准するわ

ド・エラー」４９号にも「インドシナ難民が在日外国けです。そのことによって，公団住宅，公営住宅，

人に与えたインパクト」というタイトルで書きまし住宅金融公庫，国民金融公庫が，1980年外国人に開

た°放されたのですね。これは人権規約に加入したこと

７５年にインドシナ政変が起き，５月にポート・ピに伴う国内措置です。「公」や「国民」という言葉

一プルの第一船が千葉港に到着したのです。その時は刃物みたいなものです。国民健康保険というのは

日本政府は非常に重要な決断を迫られました。今ま外国人を入れてやらない健康保険，国民体育大会は

では韓国からの亡命者などもすべて不法入国という

ことで処理してきましたから。しかし今回は上陸させ

ないわけにはいかない。そこでご存知のような経緯

をたどって，難民の問題を契機に日本の外国人政策

は大幅な手直しをせざるを得なくなったのです。は

じめは「一時上陸許可」だけだったのが，500人と

いう枠を設けて「定住許可」も与えるようになった。

外国の記者からはケタが違っているんじゃないかと

いわれたのですが，日本の場合あらかじめ枠を設け

て外国人を受入れるという前例はなかったのです。

Trial＆Error69 －１８－

アジアから働きにやってくる女性たちの表情は明るいが
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外国人が出場できない体育大会，国民年金は外国人

は入れない年金なんですね。「公」や「国民_｜と

いう文字がつくと外国人はご法度ということでした

が，そのシステムが壊れ始めたのが難民を受け入れ

るようになってからだ､と考えていいと思います。

難民条約ができて30年たって，日本はようやく加

入しました。この条約は非常に厳格なもので，加入

するために日本は法律を改正せざるを得なかったわ

けです。まず社会保障についてですが，それまでの
●● ●●●●

日本の社会保障は，「日本に住所を有する日本国民」

がその対象だったわけです。これは二種類の人を排

除しています。一つは外に住んでいる日本人，そし

て日本にいる外国人，この両方を社会保障の対象か

らはずした。

それが難民条約には難民に対し，社会保障につい

て「内国民待遇を保障する」という条項があるので，

難民条約に加入しようとするとこの部分が日本の法

律と抵触する。そこで日本の法律を改正し，「日本

に住所を有するすべての人」を対象にするようにな

った。社会保障というのは社会連帯，相互扶助がそ

の理念になっているのですが，日本のものは外国人

は仲間に入れてやらないという思想に支えられてい

ました。外国人だから税金は七掛でいいとはいかな

いわけです。ビザを延長するときには納税証明書を

必ず入管に出さなければならず，外国人の方がかえ

って税金はきっちり納めているんです。

インドシナ難民が日本の対外国人政策を変えさせた

日本はこのような社会なんですが，黒船が来ると

世の中が変わる。つまりインドシナ難民のおかげで，

在日朝鮮・韓国人が公営住宅に入れ，児童手当てが

支給されるようになり，国民年金に加入できるよう

になったのです。これはついこの間の話です。ただ

ちょっと残念なのは，難民条約に加入したことが日

本社会の問題をどのように変えたか。そのインパク

トがどうであったのかについては，研究者も報道機

関もそういう認識に欠けていることです。

難民条約が持っている考え方は，そこに住んでい

る人を対象にする，国籍は問わないことが常識なん

ですね。日本に住んでいる人がその資格を有するこ

とになります。国籍というのはそんなに重要なこと

ではなく，そこに住んでいるかどうかということが

大事なんです。お互いに税金を払い，軒を並べて暮

らしているわけで，その人たちが共に協力して生き

ていくことを，どうやって実現するかということが，

国際社会の共通の原理なんですね。

人種差別には公的な介入を－==＝==＝一一一===－－
最後に差別規制立法と人種差別撤廃条約について

申し上げて終わりたいと思います。これは国連が採

択した人権に関する条約の中でも最も批准国が多い

もので，１２４カ国が加入しています。しかし日本は

その中に入っていません。これに加入するためには，

差別は道徳的な悪であり，極端な場合は処罰の対象

としたり，公的介入により是正する立法措置をとら

ねばならない。日本にはこれがネックになっている

ようです。差別は人を殺すのと同じで，道徳的に許

せないことであり，それをなくすためには公的介入

をもすべきだ，というふうには，日本ではまだ考え

られていないようです。外国人差別や，民族差別を

規制する立法は日本には何もないのです。

南アフリカのアパルトヘイトについての制裁も同

じ考え方でしょう。欧米では今までの経験から，差

別というのは結局百万偏念仏を唱えてもなくならな

い，積極的な介入をしなければ差別解消には向かわ

ない，というコンセンサスができているのではない

かと思います。国際社会が南アの人種差別に対しな

ぜあれほどまでに強硬なのか，おそらく日本では充

分にはわかっていないと思います。日本にはそれぞ

れの国は主権を持ってやっているのだから，そんな

にしなくていいのではないか，と考える人もけつこ

ういると思います。

人種差別に対し，国際社会は非常に厳しい見方を

しています。それぞれの国内法において人種差別に

は刑罰を課すという制度を持っているのです。今後

国際社会の中で生きていくには，こういうことも勉

強し，人種差別についての日本の見方を考えなおし

ていかざるを得ないと思います。とにかく大変根の

深い大きな問題ですが，それに取組んでいかざるを

得ない立場に，私たちはいま立たされていると思い

ます。

（２月２８日ＪＶＣ学習会より）

－１９－
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パナニコム･キャンプの将来

天理教千葉教区難民救援の会関根慶三

この１月１４日から２月２０日まで，タイのパナニコ

ム難民キャンプにある日本語学校のボランティアと

して，その活動の一端に触れる機会を得ました。ま

たJVCのタイでの諸活動を見学したり,国境を難民

の人々が歩いてきた道程を逆にたどることもできま

した。その時々にいろいろ難民問題にかかわってい

る方々の話，情報を得て，今後の難民問題，特に

Jvcのパナニコム日本語学校の将来について私見を

呈しまして，私の報告をしたいと思います。

日本語学校の現状

パナニコム難民キャンプは，国道をはさんでプロ

セシングセンターとトランジットセンターの２地区

に分れている。難民は国境沿いのキャンプ（ホール

ディングセンター※）において各国政府のインタビ

ューを受け，第三国への定住許可がおりると，パナ

ニコムのプロセッシングセンターに入って来る。こ

こでは各国のポラグ（民間救援団体）から文化，言

語教育を受け，第三国への出国の日程が決まるとト

ランジットセンターに移るというしくみになっている。

日本語学校はプロセシングセンター側にあるが，

現在この区別は明確ではなく，特にベトナム人はシ

キュー，ソンクラのキャンプが閉鎖になってからは

直接パナニコムに移送されてくるようになった。そ

のためトランジットセンターの中にセクションＣと

いうベトナム人居住区が設けられ，タイ内務省(ＭＯＩ）

の厳しい監視のもと（スパイ防止のため），金網に

囲まれた中で生活している。またセクションＣには，

脱走兵を収容するアランセクションという特別な一

地区もある。

キャンプ内には20余のボラグが入り，食料，水等

生活必需品の配給，言語文化教育，病院，テクニカ

ルスクール，伝統医療，芸能，クラフト等さまざま

なプログラムを持って活動している。

日本語学校のプロジェクト内容については当誌巻

末のとおりですが，私の滞在中にSCF（SaveThe

ChildrenFoundation）の小学校に通っている子供

たちを対象に，ラオス小学校の中に教室を設け，サ

イエンスプログラムが始められた。サイエンスとい

っても，最も基本的な火・水・風等の成り立ちなど

を実験（ビーカーやアルコールランプの購入は大変

だそうです）や映画を通して子供たちに教えていく

のですが，子供たちの関心の大きさに驚かされまし

た。子供たちには母国語で教えるため多くの難民テ

ィーチャーが採用され，彼らのための勉強会（ティ

ーチャートレーニング）等，日本語学校の内容もバ

ラエティに富んだものになってきました。

日本語学校の役割

私は当初「日本語学校」と聞いて，日本語を教え

る学校，それがすべてと考えてパナニコムに入りま

した。もちろん日本語は難民にとっての異文化，日

本を理解する上で必要不可欠の条件です。彼らがこ

の世界の中で難解といわれている言語をどの程度理

解するかによって，日本においての適応力も変わっ

てくるわけで，日本語教育はもちろんメインプログ

ラムであることに変わりはありません。

しかし難民キャンプに通ううち，このキャンプが

１つの国際社会であるということに気づきました。

人種的にも難民の他，タイ人はもちろん，２０以上の

ボラグが入っているわけですから多くの国の人間が

存在します。そしてここを管理するタイ内務省

(ＭＯＩ）と救援団体を代表するUNHCR。これらの

団体とそれを構成する人間が，統一されたイデオロ

ギーもなく存在するのですから，お互いのコミュニ

ケーションが大切なのは言うまでもありません。

私は今回イサーン（タイ東北部）をまわらせても

らい，その貧困と土地の疲弊を見ました。タイ人に

とってはよそ者が自分の国に勝手に入って来て，仕

事もせず，食料を与えられ，その上外国語や技術を

ただで習っているという状況はがまんがならないと

いうことがよくわかりました。タイ人自身が飢えて

いるのですから。ここでタイ国内の諸問題について

書く余裕はありませんが，ＭＯＩがタイ人の心'情を代

表して諸々の行動を行っていることは否めない事実

であります。キャンプ内のタイ人スタッフの中にも，

あからさまに難民に対する嫌悪感を表現する者もい

ます。数年前のように，食うや食わずの瀕死の状態

でキャンプにたどりつくということは現在はありま

せん。国連のいうように彼らは経済難民です。彼ら

Trial＆Error６９
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にオーストラリアやカナダのボラグが活動を終える

予定です。セクションＣでもいくつかの教育プログ

ラムがなくなるでしょう。昨年３カ所の大きなキャ

ンプ（シキュー，ソンクラ，ウボン）の閉鎖に続き，

カオイダンも名目上閉じられました。

タイの新聞によれば，ハノイ政府はシアヌークに

ヘン・サムリン政権と三派連合政府が一緒にテーブ

ルに着き，カンプチア和平とベトナム軍撤退につい

て話し合おうという申し出がなされたそうです。ま

たナポーなどのラオス難民キャンプが本年中に閉鎖

されるだろうとか，インドシナ』情勢が解決の方向に

向かっていることを示唆していました。

このような情勢から，各国はタイ政府の難民問題

終結の意志をくみとり，最後のそして大量の受け入

れを決定しました。日本政府も足並みを揃え，この

３月にインタビュー団を送りました。したがってイ

ンドシナ難民に関する限り，その歴史は刻一刻と閉

じられる方向に向かっていることは間違いなく，こ

のような流れの中でパナニコムは今年１年最後の賑

わいを見せるでしょう。パナニコム・キャンプ自体は

将来的にセクションＣが拡大されて，ベトナム人キ

ャンプのような存在になるでしょう。それとともに，

日本語学校はここ１～２年でその存在意義を急速に

薄めていくことになると思います。このような中で，

"いつ日本語学校を閉めるか''というテーマをかかえ

ながらコーディネーターは難民とかかわっていかな

ければなりません。

この４月以降のパナニコムのニュースタッフに励

ましの言葉を贈って，私の拙ない報告を閉じたいと

思います。ニュースタッフ頑張れ.／

将来の展望

今回はパナニコムのほか，国境地域のいくつかの

キャンプを訪ねることができ，とてもよかったと思

います。これからのパナニコムやインドシナ情勢を

占う‘情報の裏付けができたからです。

私は会う入ごとに「これからのパナニコムはどう

なるでしょうか」という質問を発しました。今年中

蕊蕊蕊蕊

の多くは，自分の国にいるより第三国へ行った方が

よい暮らしができると思ったから出て来たのです。

ｶﾕといって，難民の人権を無視していいはずはなく，

MOIと難民の間で右に揺れ，左に揺れるのがボラ

グであります。

今キャンプで一番大きな問題は，“無償労働''です。

今年に入りＭＯＩは週に何日か，難民に強制的に道

路清掃，コミ収集作業等の労働を課すようになりま

した。もちろん無給です。すると各ポラグになくて

はならない難民ワーカーがとられてしまい，ポラグ

によっては（病院など）プログラム進行上，大きな

支障をきたすようにもなり，ボラグミーティングの

席上問題になりました。

ＵＮＨＣＲの仲介で妥協案が出されましたが，基本

的にMOIの難民に対する姿勢に変わりません。本

年１月からセクションｃでは難民への金銭の支払い

は禁じられ，４月からはキャンプ内全てで同様の措

置がとられるようです。無給となればワーカーも働

く意欲をなくしてしまい，再びキャンプ内での大き

な問題となってくるでしょう。

その他キャンプ内での問題は多岐に渡っており，

管理するMOI，救援者としてのＵＮＨＣＲ，各ボラグ，

そして難民と，小さなキャンプ内でのバランスとり

が大変大きな仕事であると感じました。

※クメール人一カオイダン・キャンプ
ラオス人一バン・ナポー・キャンプ

山岳民族一バン.・ビナイ・キャンプ

－２１－
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海外援助って何だろう

仲田奈々子

１年４カ月間は長かったようでもあり短かかった

ような気もする。大学を卒業したばかりで，実際に

栄養士として働いたこともなく，何もわからないま

ま“勉強”のつもりでタイに発った。

私は何をしてきたのだろう。日常の仕事は，周り

の人たちの助け，協力でなんとかこなしてきた感じ

だ。学ぶことばかりで終ってしまった。月並みでは

あるが，この１年あまりは，私にとってとても良い

経験になった。“何が良かったのか？”数えあげた

らきりがないが，大きく３つあげてみたい。

まず今まで自分の知らなかった世界の一部を見る

ことができたことである。知識としてだけの第三世

界，また難民キャンプという特殊な世界を目のあた

りにし，その問題を少なからず肌で感じた。

次にクメール人をはじめいろんな国の人たちに会

えたこと。いろいろな考え方，文化，生活を知るこ

とができたことである。

そして，自分の力のなさ，勉強の不足を改めて思

い知らされたことである。日本とキャンプの栄養の

問題は違うということもあるが，それにしても……。

栄養のことに限らず，社会のことも含めて，まだま

だ勉強しなければいけないことは山ほどもある。

これらを通して，それまで持っていた価値観とか

社会規範というものに疑問を持つようになった。ま

だ自分なりの価値観というものをつかめたわけでは

なく，模索している状態だ。が，何の疑いも持たず

にいたことに，少しでも疑いを持つようになったと

いうことだけでも大きな収穫だと思う。

話は変わるが。

キャンプは国連の援助によって運営されている。

彼ら難民たちは，その援助なしに生活できない。ま

た彼らにはその地で自立していくことが許されてい

ない。彼らは援助に頼るしかない。その援助が，自

立という，本来人間のあるべき姿から彼らを遠ざけ

てしまう。物をもらうことが当たり前になってしまう。

“与える側”と，‘‘もらう側''の関係。自分の意志

補助給食をもらうため，妊娠のチェックを受ける

とは関係なく，“上下関係”のようになってしまう。

自分は同じ立場，対等に物を言っているつもりでも，

相手はそう取ってはくれない。憤りはつのるばかり

だった。私自身はその関係を最後まで崩すことがで

きなかった。彼らにとって私たちはいつもお客様な

のだ。上の立場の人なのだ。もてなされることが当

たり前となっていく。そうされることで，戸惑いは

しても悪い気はしない。そして，いつのまにか，上

の立場で物を言ってしまう。恐しいと思った。それ

に'慣れてしまい，そうされることに何も感じなくな

っていく自分がこわかった。ただ先進国といわれる

日本に生まれたというだけで，こんな待遇を受けて

いいのだろうか。技術的なことももちろんだが，そ

ういう人間的なことで自分の限界を感じてしまった。

海外援助，海外協力って何だろう。お金，技術だ

けではないことは皆わかっている。単なる"お恵み'’

で終ってはいけないことも充分にわかっている。頭

ではわかっているつもりでも，実際には北側の立場

での援助，その立場からの協力にしかすぎないので

はないだろうか。自己満足なのだろうか。自分が直

接関わっていたことだが，自分のやっていることに

自信が持てなかった。わからないことが多すぎる。

矛盾だらけだ。わからないからこそ，わかりたいと

思う。これからも何らかの形で関わっていきたい。

(仲田さんは1985.10～1986.12までノンチャンの難

民村で栄養士として働いていました。）
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咽皇ない定食』
ソマリアの日々－③

「また，日替わらない定食か」と，日本人スタッ

フの嘆き声が聞こえる。ルークには，スパゲッティ

かピラフの様な物しかない。ルークでの楽しみは食

うしかないのに，毎日同じものしかないのである。

しかも，これらの食べ物は全て油でべとべとで，見

るからにまずそうな，実際，日本人の口には余り合

わない代物である。だから食事の時間には，異様な

雰囲気に包まれる。最初は「まずい」だの，「食え

ねえ」などと言う声。その内に皆，怒りを通り超し

て，不気味な微笑を浮かべるのである。「うっ，うま

い」だの，「これこそ究極のスパゲッティだ」など

と不可解な発言。

食い物の‘恨みは不可解である。

ソマリアの賛沢は，ラクダの肉である。これが硬

い。日本人のあごでは，噛み砕くのが一苦労だ。時

々，結婚式や誕生日などのパーティを催す時は，ソ

マリア人たちと４，５人で一つの皿を囲む。山盛り

にされたスパゲッティの上にでっかい肉の塊。日本

人が一塊を食うのに悪戦苦闘している間に，ソマリ

ア人は残り大部分を平らげてしまう。

「アディガ，マハ〃」（お前，何やねん）と，怒っ

てみても，もう皿の上には何もない。いつもそうで

ある。そして，食い終った後の脱力感。

食い物の恨みは切ないのである。

日本人スタッフの間で禁句がある。

ルークは夏になると（年中夏なのだが），日中４０

度を超える。すると冷たい飲み物が欲しくなる。そ

んな時，皆んなでこの言葉を鳴き合うのである。

「かき氷」「アイスクリーム」………。

この言葉を聞くと涙が出るほど激しい怒りがこみ

あげてくる。ルークには電気がない。つまる所ルークに

は冷蔵庫がない。したがって「かき氷」などあるは

ずはないし，ルークの人は「アイスクリーム」など

見た事もないのである。毎日，暑い中に居るとビー

ルなどという物も欲しくなるのだが，あるわけはな

い。そんな時，皆でこの言葉を鳴き合い，励まし合

うのである。このやり場のない悲しみ。

食べ物の恨みは苦しいのである。

五十嵐裕昌

ソマリアの人たちは回教徒である。だから彼らは

年に一度，ラマダン（断食）を行うのである。断食

というから何も食わないのかと思ったら，とんでも

ない。彼らのいう断食は太陽の昇っている間は，口

の中に物を入れてはいけないというものである。だ

から昼間は何も食わない彼らも，夜になると，ちゃ

んと一日分食っているのである。それでいて昼間に

仕事をしようとすると，「今，断食中で力が出ない」

などといってさぼるのである。初めの頃は「ああ，

腹が減ってるんだな，なんて宗教心の強い奴等なん

だ」と思ってたら，そうじゃない。実は夜明け前に

たらふく食い過ぎて動けないだけの事である。

「アディガ，マハ」（お前ら，何やってんねん）と

怒るのだが，全然気にする様子もなく，突っ立って

いる彼らである。

俺も断食に挑戦してみたのであるが，彼らの断食

のシステムを知らず，完全断食をしたためにあえな

く３日でダウンした。ソマリア人たちは，皆で俺を

編していたのである。

「アディガ，マハ」（お前ら，ええ加減にせえよ）

と，にやにや笑っているソマリア人スタッフに怒り

をぶつけるが「ハハハ…，ざまあみろ」とバカにさ

れた。

この食い物の恨みは深いのである。

全く食う事が最大の楽しみなのに，全然楽しくな

い。全く。

そんな時，沈む夕陽に向かって叫ぶのである。

「日替わらない定食のパカヤロウ./」

「かき氷なんて嫌いだ.／」などと。

そうして，ルークの一日は終わっていくのである。

－２３－
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ｑ井戸水がでたよ

ＪＶＣ情報

夏はタイで井戸を掘ろう

ＪＶＣワークキャンプ'8７

この夏，あなたの休暇を利用してワークキャンプ

に参加しませんか。健康な身体があれば，特別技術

を持っていなくてもＯＫです。

東北タイは今年も深刻な水不足に悩んでいます。

遠くから運んできた水を買うために全財産を注ぎ込

んでしまって，借金の増えた家族が増加していると

いう，日本では考えられないようなことが起ってい

ます。

ＪＶＣは1982年から4年間に80余本の井戸を東北タ

イ５県に掘りました。衛生的見地から，閉じてポン

プを設置したのですが，部品の破損や磨滅による故

障で，使用不能な井戸が増えてきています。大半が

故障してしまっていると言っても言いすぎではあり

ません。しかし，鋳物のポンプは値段が高く，修理

部品の入手・修理とも農民には難しすぎるので，そ

のまま放置されています。蓋を取って使用している

場合もありますが，不特定多数の人たちが，さまざ

まなバケツを入れたりするのは衛生的には好ましく

ありません。

最後の10基ぐらいにはバングラディシュで開発さ

れ，タイのＡＴＡ（適性技術協会）が改良したローイ

ングポンプを使いましたが，これはあまり故障もな

○ｈ／ＢＥｌＲＵＴチャリティ．コンサート
カーリド･アルニハベル

今だ戦火の絶えることのないレバノンのベイルー

トで，戦う人々の苦しみ，悲しみ，怒り，希望を歌

いつづけて来たシンガー・ソングライター，カーリ

ド・アルーハベルが日本にやって来ます。日本で市

民レベルで連帯運動をつづけてきた人たちが招待し，

コンサートを企画しました。

中東，とりわけレバノンで現在起こっていること

は，表面上平和で豊かで遠く離れた日本に住む私た

ちには，縁遠くなじみにくいものかも知れません。

しかし，複雑でわかりずらい中東の問題を考えるこ

とは，現代の世界のしくみや歴史を理解するために

は不可欠のものです。

今回，現地の苛酷な状況の中で暮らす人々の声を

直接に日本の民衆に伝えるカーリドに接することは，

く，簡単な構造で，農民にも手じかにある材料で直

せるなど，いろいろなポンプの中で一番適性なポン

プと言えます。

そこで，この夏モラロジーＭＩＲＣから予算をいた

だき，すべての井戸の清掃を行い，全部の井戸のポ

ンプをローイングポンプに付け替えることにしまし

た。修理の方法は１県で２カ所ぐらい選び，近隣の

井戸のある村の農民を集めてデモンストレーション

をし，直し方を学んでもらって，自分の村の井戸の

修理は自分たちでやってもらいます。

以前井戸掘りをしており，今はJVCバンコクにい

るカモン・ミンムアンが責任者になり，技術的なこ

とではＡＴＡのスタッフがいつでもどこででも協力し

てくれるそうです。

おいしい空気とタイ料理を満喫しながら自分の目

でタイの農村を見，自分の心でタイの農民と交流し

てみませんか。

期間：７月中旬～９月中旬（日本での事前研修・１週間）

募集人員：３名(又は１カ月ずつ６名)できれば男子学生

仕事：約80本の井戸ポンプ修理

費用：１８万円（日本での研修費も含む）

場所：東北タイ５県
（担当・岩崎）

この意味でよい機会となるでしょう。アラブ民族音

楽の豊かな伝統の中に織りこまれた独特のリズムと

メロディーが表現する，様々な人々の心の動きと想

いの流れ。カーリドはそれらを巧みに駆使しつつ，

新しい時代の息吹と熱くほとばしる激情を一連の歌

の中に息づかせることに成功しました。カーリドの

音楽を通じて多くの方がアラブの心に触れ，中東の

問題を少しでも身近に考えることのきっかけになれ

ばと思います。

日時：1987年６月１日（月）１８時30分
場所：よみうりホール(有楽町・そごうデパート７階）
入場料：2,500円(前売り）3,000円(当日）

連絡先：oｈ１ＢＥＩＲＵＴチャリティーコンサート

委員会・東京
東京都新宿区西早稲田２－３－１８－３１
日本基督教団内ＴｅｌＯ３－２０５－１４２９
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ＪＶＣプロジエクト

活動地名

東京本部

日本国内

エチオピア

(ウォロ州）

活動内容

渉外，事業計画，資金調達，ボランティア調整，会訓．，

総務，情報収集および広報等。

機関誌『トライアル。アンド・エラ・』発行。

ＪＶＣ説明会毎月第１ｊ』曜日午後６時～９時
第３土曜Ｈ午後１時～４時

学習会第４月曜日午後６時～９時

●日本語家庭教師

Ｉｊ本語家庭教師だけの活動から哩活相談，医療，法

律相談など多岐にわたるようになった。定住難民と
の関係も，援助する側とされる側という関係ではな
く，ともに盤きる関係としてとらえ【貞すことから，
プロジェクト名を変更し，“ボランティア”という名

称を廃止する。新しい名前を募集している。

また現在のスタッフの後任も募集中。

●東金農場

農業研修と口J能な限りの向給自足をめざす。

I+'んぼ(60ａ）は旧おこしが終り，畑は3()ａのうち５

ａを耕作している。

地域との交流をはかるため農業研究会を始めた。

●総合的復興促進

マーーシャに深井戸を２基棚る作業が，現地政府の機

関の協力のもとに開始された。料理，家庭菜園の指
導を含んだ栄養教室も，低体堕児を持つ家庭をr,'心
に行われている。

種子銀行は来季に向かって準備tl'・モデル農場では
アグロフォレストリ・用の樹種の育成実験と現地農
法での農業を実施しているｃ

●植林

ツルプ･川上流にl00haの水土保全用植林地が認めら

れ，これと家庭植林用のために苗木生席'11。
●農業

先ﾉ:にひきつづき，種子･銀行では現地での種子準備
をしている。モデル農場ではアグロフォレストリー，

有機農業，牧草実験等を行っている。

●保健・栄養

第１何'二|の母子教宅が終了。２回目は対象者を代え

て始める予定。家庭訪問による家庭菜園の奨励も行

っている。

●給水

マーシャ村クリ.淫.ツク横の深井戸が完成した。

－２５－

1987年３月２５日現在

出資団体

全国社会福祉協

議会

ジャパン・タイムズ

神奈川県福祉部
国際婦人福祉脇

会

ＯＨＤＡ，

両本顛寺，

チャリラーィ・カレ

ンダL－，チ肉,リテ

r◇サイクル，

メリノール修道

士会，

全老連，

バンド・エイド，

Ｈ峯漫両家協会

担当者

岩崎駿介（代表）
星野呂了（lIf務局長〉
柴州久史，佐々木志保，
加納妙．前ｊ１昌代，
佐久間典子，古四男，

鴇皿皇芳，岩崎美佐子，
富安光子，粍円恵子他

森山久寿子，

他約60人

井本勝幸

内山田康，伊藤達男，

伊藤圭了，久R:信…郎，
有本敦子，

イエットベルク，ソロ･ﾓ.・

ン，バレタ，ソゴヴルワ

ルク，タニエル
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活動地名

マガネイ・キャンプ

(ゲドー郡）

ソマリア

ボレ・キャンプ

<l乱ラン郡）

－省
省
省
ン

ン
ル
ン
エ

ペ
・
く
り

プノン

カンタ

プレイ

スノぐイ

カンプチア

活 動内容

●農業による自立促進／定住

今年からディーゼル代は，ＵＮＩＴﾕ，旧ＵＮＩＴ２，

ＵＮＩＴ３が全額，新ＵＮＩＴ２，ＵＮＩｒｒ４が半額を農
民が負担することになった。
謹要水路(令長1.2kｍ）が高すぎるためよく決壊す

るので，７口にＵＮＩＴ４の農民が低くする工躯をｆｊ
う。ＵＮＩＴもの建設は農民候補者とＨ雇い労働肴が
共同で作業を進めている。
定住計両は13軒の家が農場の近くに建てられたが，

農民のＪＶＣに対する依存心が強すぎるためこの計
両は巾上した。
●コミュニティ・サービス／収入プロジェクト

ｌｊｊにキャンプのilIを調斉し，職を通り自分たちの

ノt活を向上させる意志のある人々を探す希パン屋，
かじ屋，帽子屋が始まる予定。たき木を大幅に節約
できるクッキング・ス!､・ブ作りもデモンストレ･－

ションから始める。

キャンプ内で料理教室，衛生教育，少年のためのし
クリェーションを企画中。

●医療・保健／補助給食

保健員，助産婦の養成も第２期に入り，キャンプ内
へくいこんでいく形で，人々の健康管兜，衛生環境
向ｋを強化。

●植林

４ｊ;から始まる雨季に備えて，人々に配る苗を準備
している。

●家庭菜園

今シーズン最後の作物〈トマト，ピーマン）が人々
の；Ｉへ。

●収入プロジェクト

パン屋はオーブンを修理しているが，５台のドンキ

ーカトは毎日順調に水を運んでいる。

●教育

ＩITT（ソマリア政府の教育機関〕と教育内容につい
て交渉中。

●カンプチアの人々への総合的人道援助

建築中の救援のためのワクショップ／技術学校は

４ノj初めにセレモ言．…を登定している。

,'Ｈ中にユニー1アブ・プノンペンと補助栄養給食プロ
グラムにおける協ﾉﾉを合意。８７年度には人材.（医療

｡栄養）を派遣する予定。
プノンペン市に芝刈り機，ゴミ箱尉の資材を提供。

ＯＸＦＡＭと共同で井戸掘りも行っている=

1．銅受のためのワークショップ/技術学校

２月中に建築完了。４月２‐‐９口開校予定。

各支援団体の訪問を申請中。

2．井戸堀り／給水

プレイベン州で継続中（ＯＸＦＡＭと共同）

3．プレック・ピノウ孤児院援助

男子用宿舎，手工砦室，浴室の補修・建設完成。
トンレサップノliからの水浄化システムを計両中。

4．補助栄養給食
1987年度からＵＮＩ(XＥＩＦと共同で栄養不良の子
どもたちを対象に行う。人材も派遣する予定。
5．プノンペン市公衆衛生局への協力

同局のクツ・ンナップ・キャンペーンに協力し，
芝刈り機，ゴミ箱用の資材.を提供した。

ａクメール古典舞踊学校支援

今年度計両のため申請待ち。

出資団体

ＵＮＨＣＲ，

Ｒ･I．ジャパン

創価学会文化・

平和運動事務局
ジャパン・タイムズ

朝日新聞厚生文

化‘ｌｆ業団
モラロジーＭｌＲＣ

仏国品をつくろ
う会

砂漠に種をまく

人の会

日本青年会議所

関東地区協議会

平和基金，全国
全用潅人クラブ

連合会，
創価学会文化平
和運動事務局，
モラロジ･ＭＩＲＣ，

立正佼成会，

自動車労連，

庭野；z和財団

担当者

鴫紀晶，シアッド

荻ノ迫菩六，樫田秀樹，
船川秀夫，マーシャ石兆
モハメッド，ラシッド，

ハジ，アオキ｡，アブディ
・ジョブ，フセイン，ァ

ハメッド，ハッサン

浜野敏子，米津聡，
庄司美，シュクリ，

ハッサン，アブディ，

シュイク・アブディ

熊岡路矢，蓑出健一

蓑田玲了



活動地名

回
バンコ ク事務所

カオイダン

（カンう回チァ

難民キャンプ）

国境のサイト２，

ノンチャン

（カンプチア

難民村）

パナニコム

（第.昼国定住待ち

難民・次収容施設）

地域開発

(バンコク市内の

スラム地区）

活動内容

渉外，事業計画，資金調達，ボランティア調整，会計，

総務，』捕報収集および広報，バザー．，古本のセ・ル。

季刊『ニューズ・レター』（英語・タイ語〉発行。

●西崎憲司記念技術学校

３月１円，第・IrilFIのイリーガル（不法入国省＞の
SiteBへの移送が行われた。今月前､鵬はこのよう
なイリーガルの対応のため，キャンプ内が緊張した。
３月20F１，今年度最初の学期を終了:：クメーール人ワ
ーカたちとの数E'；にわたる協義の結果，次学期よ
り授業編成を組み替え，より効果的かつ小Inlりのき
く内容とすることとなり，現在具体的な準備旧程を
作成[1'。

●補助給食

栄養失調の子供，３歳以ドの幼児，

の母親への補助給食と母親への栄養

妊産婦，授乳期

，保健教育を行

っている。

４ノi25Llからの新住民登録に向けて力．侭の作成を

開始した。

●文化オリエンテーション

。Ｌ1本定住予定者

①日本語学習の基礎（読み，書き，聞き取り）

②日本語の日柑会話の習得

③口木に関する概略的な理解を促す

④渡航に必要な蔀柄への理解と実習

ｏヨ本以外の国への定住予定者に手続きの理解を

深める。

●子供レクリエーション・プログラム

一般生活常識を通して自然科学の基礎を教える。

●奨学金援助

スラム在住児童が小学校（６年間）を卒業できるよ
う援助している。本年度の対象荷はﾕOのスラムで

１６校250人!：

●クロントイ図書館

ク画ントイスラム住民の就学前児童から成人までを

対象としている。］2区における新図書館建設のた
め，ＮＨＡ（住宅公社）と交渉巾。
●移動図書

ラプレー，ナンシーのスラムで子供肺:け図書を中心

に回覧。

●移動学習センター〈プラティ･-プ財団，ＦFSC，ＪＳＲＣ

との共司プロジェクト）
９のスラムで学習の機会のない子供たちのため人形

劇などで教育を行っている。

●再定住

ラッカパン地墜において再定住したバンコク市内の

スラムの人たちへの資材援助〈長期資金貸与方式）。

人材派遣プロジェクト

フィリピン ・国際移民委員会（IＣＭ＞・第三国定住手続きにとも

<ＰＦＡＣ， なう医療業務及びキャンプ内でのプライマリ・ヘル

パラヮン島） スケア．．。

－２７－

出資団体

全国社会福礼:協

畿会

ＵＮｎＣＨ

Ｒ､I、ジャパン

ＷＦＰ/ＵＮＢＲＣ

天理教干葉

モラロジ･ＭＩＲＣ，

ＮＴＶ，《J()ﾕｲ､ＩＣ

庭野､F和財ljl

点部国際尚年秀

貝会

城西病院

担当者

ポ.ンピモン・テャイブ･‐ン，

力毛ン・ミンムアン，

クジッサダ・タウイパサ

他約１０人

矢野和員．谷:j｣博史，

ソムヨット・ラタナタム，

パイトゥーン・チマヲ.･１

テリース，ブ・ム，

トンチャイ，スリペン，

ソムポン．スピチーャ，

北代るり，ソムサック，

カレン，ブラポントンパイ，

ヌラ

石原淑子，落合正幸，

アナン･プリタミリンパヲィ，

ウィパ・画ンブル

ヴァラナ・・卜・チェンクン，

サムルアイ・ジョンニ７－.

クラン，アル草・－・スニ

ットムンヴアイ，リ、・ラ

・クン･ナｒｒン，スワン・

リンーナムパン．コメン。

・スンサマラヤ

青井千恵
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Trial＆Error（試行錯誤トライアル。アンド・エラー）第69号

発行日昭和62年４月20日発行(毎月２０日発行)通巻69号

昭和57年９月16日第三種郵便物認可

ＪＶＣの活動とその目的に御理解を

しJVCとは一ＪapanlntemationalVohmteerCenter

は1980年２月，タイのバンコクで設立された民間救援団体

です。1979年暮れの，インドシナ難民の大量流出をきっか

けに，日本から駆けつけた若者と，現地タイですでに活動

を始めていた日本人とが一体となり，現在の組織の原形が

できました。ＪＶＣは,活動者の自発的な意志に基づき，日

本の個人・団体からの寄付金，国連機関からの委託金等に

よって運営されています。ＪＶＣは，人種，国籍，習』慣，

宗教その他の信条の違いを越えて，難民および同様の窮境

にある人々を対象にできる限り継続的な活動を行ないます。

傍ＪＶＣの会員募集について－会員は，総会に出席し，

ＪＶＣの方針などを決定する他，情報･資料の入手，各種の

活動・報告会・上映会・学習会等へ参加することができま

す。また正会員には自動的に，機関誌（Ｔ/Ｅ）をお送りい

たします。会員の種別と年会費は以下の通りです。

正会員(恭訓::::璽董員::::：
・賛助会員金品による支援（金額は自由です｡）

し機関誌『Ｔｒｉａｌ＆Ｅｒ『､or』のみの購読について

・毎号１冊送付年間購読料3,000円

・毎号４冊送付年間購読料10,000円

し送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

①会員：東京5-48365加入者名一ＪＶＣ会員係

②Ｔ/Ｅ：東京３－５４１８６加入者名一ＪＶＣ東京事務所

（住所，氏名，購読開始月をお書き添え下さい。）

編集後記

い中国帰国者の子どもたちに，日本語の授業をしている教

師たちの勉強会に参加する機会があった。中国帰国者のこ

とは以前から気になっていたのだが，今まで積極的に関わ

ったことはなかった。難民は難民，中国帰国者は中国帰国

者と，関係者同士の交流もほとんどなく，これでは厚生省

と法務省の行き違いを笑えない。もちろんそれぞれの立場

は違う。しかし日本語の習得に悩み，差別と戦いながら生

きているのは同じだ。「難民はいいよ，国から予算をいっぱ

いもらって」「中国帰国者には高校入試に特別な配慮がある

のに，どうして難民にはないの」お互いに張り合うなんて

ばかばかしい。私たちまでカラに閉じこもることはない。

'－１ ⑨|－|③ |白’

＞みなさまの募金が支えるＪＶＣの活動一救援活動をより充

実させるため，以下の募金をお願いしています。なお募金の

20％をＪＶＣの運営経費に充当させていただいています。

Ａ・アフリカ難民救援募金（３月小計49,276円）アフリ

カの難民・飢餓民への救援プロジェクトに使われます。

Ｂ・インドシナ難民救援募金（３月小計26,500円）タイ国

内にある各難民キャンプのプロジェクト費にあてられます。

Ｃ･カンプチア募金（３月小計79,036円）カンプ

チア国内の復興のために使われます。

Ｄ・スラム募金（３月小計128,000円）バンコ

クのクロントイ･スラム内の図書館の運営およびスラム立

退き者のための建築資材購入費に使われます。

Ｅ･デッグ・スラム奨学金･基金(３月小計702.970円）バンコ

ク市内のスラムの子供達が学校へ通う費用を援助します。

Ｆ・日本語家庭教師募金（３月小計6,005円）定住難

民のための日本語教材費と家庭教師の交通費に使われます。

Ｇ・医療募金（３月小計10,000円）緊急事

態が発生した場合，速やかに医師を派遣したり，医薬品な

どの緊急救援物資を輸送するために使われます。

Ｈ・ボランティア募金（３月小計5,000円）現場で

活動を続けるボランティアの健康管理費にあてられます。

1.,ＪＶＣ運営経費募金（３月小計126,154円）現場を

支えるのに不可欠な事務運営経費，人件費に使われます。

Ｊ・無指定募金（３月小計509,265円）

＞送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

東京9-27495（募金種目名をご記入下さい｡）

加入者名一ＪＶＣ東京事務所
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